
４ 教務関係 

（１）入学者、在籍者の状況 

  ① 公益学部 

(ア)男女別在籍者数(平成24年5月1日現在) 

性別 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 計 

男 87 108 120 97 412 

女 48 53 66 55 222 

計 135 161 186 152 634 

※休学者の数は在籍者の内数 

 

 

 

(イ)出身地別在籍者数(平成24年5月1日現在) 

出 身 地 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 計 

村山 42 48 54 45 189 

最上 9 8 6 10 33 

置賜 10 26 21 20 77 

庄内 38 40 56 41 175 

山形県内 

小計 99 122 137 116 474 

青森県 4 3 2 2 11 

岩手県 12 12 12 12 48 

宮城県 4 7 9 7 27 

秋田県 13 13 18 6 50 

福島県 3 3 2 5 13 

栃木県 0 0 0 1 1 

東京都 0 0 1 1 2 

神奈川県 0 1 0 1 2 

山梨県 0 0 0 1 1 

新潟県 0 0 3 0 3 

岐阜県 0 0 1 0 1 

福岡県 0 0 1 0 1 

山形県外 

小計 36 39 49 36 160 

合 計 135 161 186 152 634 

 

 

(ウ)退学・除籍・休学の状況（平成23年度） 

学 年 １年次 2年次 3年次 4年次 計 累計 

退学者 2 8 0 10 20 226 

除籍者 0 2 0 0 0 16 

休学者 前0  後0 前0  後3 前1  後1 前1  後3 前2  後7 － 

 



②公益学研究科 

 

(ア)男女別在籍者数（平成 24年 5月 1日現在） 

性別 
修士 

1年 

修士 

2年 

博士後期 

1年 

博士後期 

2年 

博士後期 

2年 
合計 

男    5    8    2    1    0 16 

女    0    3    0    0    1    4 

計    5    11  2  1  1 20 

 

(イ)出身地別在籍者数（平成 24年 5月 1日現在） 

出身地 修士 

１年 

修士 

２年 

博士後期 

１年 

博士後期 

２年 

博士後期 

３年 

村山 1 1    

最上  1    

置賜      

庄内 4 8 1 1 1 

山形県内 

小計 5 11 1 1 1 

千葉      

東京      

神奈川   1   

山形県外 

小計 0 0 1 0 0 

合計 5 11 2 1 1 

 

(ウ)退学・休学の状況（平成 23年度） 

学 年 修士課程 博士後期課程 計 

退学者    2    0   2 

除籍者    0    0   0 

休学者 通年 1   通年 1   2 

 



（（（（２２２２））））公益学部履修科目公益学部履修科目公益学部履修科目公益学部履修科目

○○○○前期前期前期前期セメスターセメスターセメスターセメスター

コード 科目名 教員名 教室 コード 科目名 教員名 教室 コード 科目名 教員名 教室 コード 科目名 教員名 教室 コード 科目名 教員名 教室 コード 科目名 教員名 教室
1101 英語Ⅱ（リスニング）⑥ スチュワート 202 2101 英語Ⅱ（リスニング）② 佐藤　則子 203 3101 公益概論 オムニバス 301 4101 英語Ⅰ（基礎英語）④ 佐藤　則子 203 5101 英語Ⅰ（基礎英語）⑥ 栗本　　晶 208
1102 情報リテラシーⅠ⑦ 武市　義弘 204 2102 英語Ⅱ（リスニング）③ 安部由美子 202 4102 英語Ⅱ（リスニング）⑤ 安部由美子 202 5102 情報リテラシーⅠ⑧ 山本　直美 205
1103 現代社会と福祉Ⅰ（2009～11） 照井　孫久 104 2103 中国語Ⅰ① 渋谷　周二 201 4103 英語Ⅱ（リスニング）⑦ 松田　　憲 212 5103 情報リテラシーⅠ⑩ 広瀬　雄二 204
1104 西洋史ｂ 遠山　茂樹 103 2104 情報リテラシーⅠ④ 廣瀬　美紀 204 4104 中国語Ⅱ③ 渋谷　周二 201 5104 English PresentationⅠ スチュワート 202

2105 西洋史ａ 遠山　茂樹 105 4105 情報リテラシーⅠ⑨ 廣瀬　美紀 204
4106 心理学 神田　直弥 105

2106 共生社会と人権 三原　容子 301 3102 情報デザイン論 広瀬　雄二 102 4107 まちなか未来論 小地沢･菊地 103 5105 行政学 和田　明子 301
2107 相談援助の理論と方法Ⅱ（2009～10） 照井　孫久 209 4108 低炭素社会と地域デザイン 白･温井･古山 104 5106 福祉工学 西口　宏美 104

1105 ※道徳教育研究 中道　邦彦 209 3103 ※教育原理 三原　容子 209 5107 ※教育カウンセリング 國眼眞理子 209
1106 地域福祉演習Ⅰ（2009） 澤邉・武田 207 2108 公益組織体会計 水田　健輔 104 4109 応用心理学ｂ 國眼眞理子 208
1107 社会福祉原論Ⅰ（2005～8） 照井　孫久 104 2109 社会福祉援助技術論Ⅱ（2005～8） 照井　孫久 209 4110 英国の森と庭園 遠山　茂樹 207

4101 英語Ⅰ（基礎英語）③（2008） 佐藤　則子 203
2102 英語Ⅱ（リスニング）②（2008） 安部由美子 210 4102 英語Ⅱ（リスニング）③･④（2008） 安部由美子 202

1101 英語Ⅱ（リスニング）④（2008） スチュワート 202 2110 公益の歴史（2006～8） 三原　容子 105 3104 公益概論Ⅰ（2007～8） オムニバス 301 4103 英語Ⅱ（リスニング）⑤（2008） 松田　　憲 212 5101 英語Ⅰ（基礎英語）④（2008） 栗本　　晶 208
1201 中国語Ⅱ② 呉　　衛峰 207 2201 英語Ⅰ（基礎英語）① 本間ひろみ 211 3201 英語Ⅰ（基礎英語）② 本間ひろみ 211 4201 英語Ⅱ（リスニング）① 佐藤　則子 203 5201 英語Ⅰ（基礎英語）③ 本間ひろみ 211
1202 情報リテラシーⅠ① 武市　義弘 204 2202 英語Ⅰ（基礎英語）⑤ 佐藤　則子 203 3202 英語Ⅰ（基礎英語）⑦ 栗本　　晶 208 4202 中国語Ⅱ① 渋谷　周二 201 5202 情報リテラシーⅠ② 山本　直美 205

2203 英語Ⅱ（リスニング）④ 安部由美子 202 3203 TOEIC（中級） 安部由美子 209 4203 情報リテラシーⅠ③ 廣瀬　美紀 204 5203 基礎の生態学 五十嵐敬司 103
2204 中国語Ⅰ② 呉　　衛峰 207 4204 情報リテラシーⅠ⑤ 神田　直弥 205 5204 Oral Communication スチュワート 202
2205 中国語Ⅰ③ 渋谷　周二 201
2206 情報リテラシーⅠ⑥ 竹村　　学 205
2207 科学技術と安全（2007～11） 村山　秀樹 104

1203 英語Ⅵ（スピーキング）⑤ ローウェン 208 2208 英語Ⅴ（ライティング）③ 松田　　憲 212 3204 英語Ⅴ（ライティング）① 松田　　憲 212 4205 英語Ⅴ（ライティング）② 松田　　憲 212 5205 英語Ⅴ（ライティング）⑤ 栗本　　晶 208
1204 英語Ⅵ（スピーキング）⑥ スチュワート 202 2209 経済史 三島　憲之 105 3205 中国語Ⅴ① 渋谷　周二 201 4206 英語Ⅵ（スピーキング）④ ローウェン 208 5206 中国語Ⅵ③ 渋谷　周二 201
1205 基礎プログラミングⅠＤ 神田　直弥 101 2210 ジェンダー論 伊藤眞知子 103 3206 環境社会学 呉　　尚浩 301 4207 中山間・離島地域論 呉(尚)･澤邉･小関 103 5207 基礎プログラミングⅠＣ 広瀬　雄二 101
1206 相談援助の理論と方法Ⅰ（2009～10） 小関　久恵 211 2211 情報処理基礎論ｂ 神田　直弥 102 3207 高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ（2009～10） 照井　孫久 105 4208 更生保護制度（2009～10） 竹原　幸太 211 5208 障害者に対する支援と障害者自立支援制度(2009～10) 澤邉みさ子 104

3208 資源リサイクル論 古山　　隆 104 4209 資源循環型社会論 一ノ瀬大輔 301 5209 数値情報処理 西口　宏美 204
3209 ※地理学フィールドワーク 松山　　薫 103

1207 ニュージーランドの政治・行政 和田　明子 105 2212 相談援助実習指導Ⅰ①（2009） 鎌田　　剛 206 3210 情報処理特講Ⅰｃ 広瀬　雄二 202 5210 アートと地域社会 半田　　結 105
1208 社会福祉援助技術論Ⅰ（2005～8） 小関　久恵 211 2213 相談援助実習指導Ⅰ②（2009） 小関　久恵 210 3211 老人福祉論Ⅰ（2005～8） 照井　孫久 105 5211 エコ・ビジネス論 大歳・古山 203

2214 相談援助実習指導Ⅰ③（2009） 竹原　幸太 208 5213 障害者福祉論Ⅰ（2005～8） 澤邉みさ子 104
2215 相談援助実習指導Ⅰ④（2009） 益子　行弘 中研2
2216 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ①（2005～8） 鎌田　　剛 206

1203 英語Ⅵ（スピーキング）③（2007～8） ローウェン 208 2202 英語Ⅰ（基礎英語）③･④（2008） 佐藤　則子 203
1203 英語Ⅵ（スピーキング）④（2007～9） ローウェン 208 2203 英語Ⅱ（リスニング）③（2008） 安部由美子 210 5201 英語Ⅰ（基礎英語）②（2008） 本間ひろみ 211
1204 英語Ⅵ（スピーキング）⑤（2009） スチュワート 202 2208 英語Ⅴ（ライティング）②（2008） 松田　　憲 212 5205 英語Ⅴ（ライティング）④（2009） 栗本　　晶 208
1204 英語Ⅵ（スピーキング）④（2007～8） スチュワート 202 2220 科学技術と公益（2006） 村山　秀樹 104 3202 英語Ⅰ（基礎英語）⑤（2008） 栗本　　晶 208 4206 英語Ⅵ（スピーキング）③（2007～8） ローウェン 208 5205 英語Ⅴ（ライティング）③･④（2008） 栗本　　晶 208
1301 芸術と人間 半田　　結 103 2301 社会学の考え方（2010～11） 渡辺　暁雄 104 3301 キャリア入門 オムニバス 301 4301 人文地理学ａ 松山　　薫 105 5301 論理的文章作成法 三原　容子 103
1302 環境サイエンス序論 山本　裕樹 105 2302 政治学 和田　明子 301 3302 TOEIC（上級） 栗本　　晶 208 4302 Intensive ReadingⅠ 松田　　憲 212 5302 自然地理学ａ  白 ・山本 202

2303 韓国語1（2010～11） 佐々木鍾美 203
1303 英語Ⅵ（スピーキング）③ ローウェン 208 2304 英語Ⅴ（ライティング）⑦ 安部由美子 202 3303 英語Ⅵ（スピーキング）⑦ フェック 207 4303 英語Ⅴ（ライティング）⑥ 安部由美子 202 5303 英語Ⅴ（ライティング）④ 栗本　　晶 208 公益社会演習ａ・ｂ（不定期） 別紙参照

1304 中国語Ⅴ② 呉　　衛峰 207 2305 データ処理入門① 山越啓一郎 208 3304 中国語Ⅴ③ 渋谷　周二 201 4304 英語Ⅵ（スピーキング）① ローウェン 208 5304 英語Ⅵ（スピーキング）② ローウェン 207
1305 基礎プログラミングⅠＡ 神田　直弥 101 2306 基礎プログラミングⅢ 広瀬　雄二 102 3305 ロシア語3（2010） 金子真理子 203 4305 中国語Ⅵ② 渋谷　周二 201 5305 中国語Ⅵ① 渋谷　周二 201
1306 福祉サービスの組織と経営 鎌田　　剛 209 公益社会演習ａ・ｂ（不定期） 別紙参照 4306 フィールドワーク論（2009～10） 渡辺　暁雄 301 5306 基礎プログラミングⅠＢ 広瀬　雄二 101
1307 食と健康 平松　　緑 104 4307 地域福祉の理論と方法Ⅰ（2009～10） 武田真理子 103 5307 国際関係論 杉山　　肇 105

4308 防災とリスクマネジメント論 井ノ口宗成 104 5308 環境経済学 一ノ瀬大輔 104
4309 中国語講読ａ 呉　　衛峰 207 5309 情報処理演習ａ 山本　直美 205

3306 ※教育行政（2009～10） 佐藤　敏彦 104 5310 ※教育の方法と技術 知野・西口 209･204

2307 実用情報① 神田　直弥 205 3307 相談援助演習Ⅱ（2009） 鎌田　　剛 209 4310 ライフドキュメント（2005～8） 渡辺　暁雄 301
3308 実用英語（SPI） 本間ひろみ 211 4311 地域福祉論（2005～8） 武田真理子 103
3309 社会福祉援助技術演習Ⅰ（2005～8） 鎌田　　剛 209
3310 社会福祉援助技術演習Ⅲ（2005～8） 竹原　幸太 212
3306 教育行政（2005～8） 佐藤　敏彦 104

2308 韓国語Ⅰ（2008～9） 佐々木鍾美 203 3304 英語Ⅵ（スピーキング）⑥（2009） フェック 207
2304 英語Ⅴ（ライティング）⑥（2009） 安部由美子 202 3304 英語Ⅵ（スピーキング）⑤（2007～8） フェック 207 4303 英語Ⅴ（ライティング）⑤（2009） 安部由美子 202 5303 英語Ⅴ（ライティング）③（2008） 栗本　　晶 208

1303 英語Ⅵ（スピーキング）②（2007～8） ローウェン 208 2304 英語Ⅴ（ライティング）⑤（2008） 安部由美子 202 3312 ロシア語Ⅴ（2008～9） 金子真理子 203 4303 英語Ⅴ（ライティング）④（2008） 安部由美子 202 5311 ロシア語Ⅵ（2008～9） 金子真理子 203
1401 社会保障Ⅰ（2009～11） 阿部　公一 103 2401 地域の環境科学 大歳　恒彦 103 3401 人体の構造と機能及び疾病（2009～11） 矢島･阿部･菅原 104 4401 簿記の考え方①（2009～11） 原田　清廣 104 5401 簿記の考え方②（2009～11） 原田　清廣 104

3402 日本史ａ 本間　勝喜 105 5402 現代社会とボランティア 大歳･呉(尚)･澤邉 301
3403 世界・日本・地域社会 澤邉･阿部･髙橋 103

公益自由研究 別紙参照 公益自由研究 別紙参照 3404 ロシア語1（2010～11） 金子真理子 203 公益自由研究 別紙参照 公益自由研究 別紙参照
1402 会計学 水田　健輔 301 2402 非営利組織論 渋川　智明 301 公益社会演習ａ・ｂ（不定期） 別紙参照 4402 児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度（2009～10） 竹原　幸太 105 5403 行政法 内藤　　悟 103 公益社会演習ａ・ｂ（不定期） 別紙参照

1403 中国語検定対策ａ 渋谷　周二 201 2403 韓国語3（2010） 佐々木鍾美 203 4415 データ処理入門② 山越啓一郎 207 5404 社会福祉と公益 澤邉･武田･竹原 105
1404 ※社会科・地歴科指導法Ⅰ 髙橋　　修 209 2404 ※世界地誌 木村喜代志 209 3405 ※体育と健康（通年） 山岸　文章 体育館 4403 ※社会科・公民科指導法Ⅰ 堀　　清一 209
1405 社会保障論Ⅰ（2005～8） 阿部　公一 103 3406 医学一般Ⅰ（2005～8） 矢島･阿部･菅原 104 4404 公益事業論 尾身　祐介 103 5405 簿記論Ⅰ②（2005～8） 原田　清廣 104
1410 実用情報② 神田　直弥 205 4405 国際公共政策論 杉山　　肇 211

4406 簿記論Ⅰ①（2005～8） 原田　清廣 104
4407 児童福祉論Ⅰ（2005～8） 竹原　幸太 105

1501 基礎の自然科学（化学）（1、2年生） 古山　　隆 実験室 2501 共創の技法Ⅰ オムニバス 103 3501 ★国語基礎① 森田　敏郎 201 4501 基礎経済学 黒田　昌裕 105 5501 基礎の自然科学（物理）（1、2年生） 山本　裕樹 実験室

1502 現代企業経営 尾身　祐介 103 2502 相談援助の基盤と専門職Ⅰ（2009～11） 小関　久恵 104 4502 ★数学基礎① 畠中　智哉 201
1503 中国語会話 渋谷　周二 201 2503 共創まちづくり演習 小地沢将之 208 4503 地方財政論 出井　信夫 103

1504 空間形成と地域政策 松山　　薫 104 3502 就職セミナー オムニバス 103 4504 情報処理特講Ⅰｂ 神田　直弥 209
専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照

3601 ★国語基礎② 森田　敏郎 201 4601 ★数学基礎② 畠中　智哉 201

インターンシップ オムニバス

3602 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ①（2005～8） 鎌田　　剛 206
3603 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ②（2005～8） 小関　久恵 211
3604 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ③（2005～8） 竹原　幸太 212

専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 3605 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ④（2005～8） 益子　行弘 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照
（就職筆記試験講座）６・７時限 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 （就職筆記試験講座）６・７時限 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 （就職筆記試験講座）６・７時限

○　2011年度入学生は上段のみ対象。※印は教職課程。★印はリメディアル科目。アンダーラインがあるものは、再履修者が対象。　○（xxxx）内の数字は、入学年度
注）2011年度入学生の情報リテラシークラス：英語①～⑦ ⇒ ①～⑦クラス　中国語①～③ ⇒ ⑧～⑩クラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
注）2010年度入学生の基礎プログラミングクラス（Ａ～Ｄクラス）：英語②・⑥・中国語③⇒Ａクラス　英語③・⑤⇒Ｂクラス　英語⑦・中国語①・②⇒Ｃクラス　英語①・④⇒Ｄクラス　
注）2009年度入学生の基礎プログラミング（再履修）クラス（Ａ～Ｄクラス）：英語②・⑥・ロシア語⇒Ａクラス　英語③・⑤⇒Ｂクラス　韓国語・中国語①・②⇒Ｃクラス　英語①・④⇒Ｄクラス
注）2006～8年度入学生の基礎プログラミング（再履修）クラス（A～Dクラス）：英語②・韓国語①・ロシア語⇒Ａクラス　英語③・⑤⇒Ｂクラス　韓国語②・中国語①・②⇒Ｃクラス　英語①・④⇒Ｄクラス

１時限
9:00～
10:30

２時限
10:40～
12:10

６時限
18:00～
19:30

５時限
16:20～
17:50

４時限
14:40～
16:10

３時限
13:00～
14:30

２２２２　　　　００００　　　　１１１１　　　　１１１１　　　　年年年年　　　　度度度度　　　　時時時時　　　　間間間間　　　　割割割割

月
平成23年5月26日
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○○○○後期後期後期後期セメスターセメスターセメスターセメスター

コード 科目名 教員名 教室 コード 科目名 教員名 教室 コード 科目名 教員名 教室 コード 科目名 教員名 教室 コード 科目名 教員名 教室 コード 科目名 教員名 教室
1151 英語Ⅳ（スピーキング）① スチュワート 202 2151 英語Ⅲ（リーディング）② 安部由美子 202 3151 山形地域論（2006、2009～11） オムニバス 301 4151 英語Ⅲ（リーディング）① 安部由美子 202 5151 英語Ⅲ（リーディング）④ 栗本　　晶 208
1152 英語Ⅳ（スピーキング）④ ローウェン 208 2152 英語Ⅲ（リーディング）③ 佐藤　則子 203 4152 英語Ⅳ（スピーキング）⑥ ローウェン 208 5152 英語Ⅳ（スピーキング）③ スチュワート 202
1153 情報リテラシーⅡ⑦ 武市　義弘 204 2153 中国語Ⅲ① 渋谷　周二 201 4153 中国語Ⅳ③ 渋谷　周二 201 5153 情報リテラシーⅡ⑧ 山本　直美 205
1154 現代社会と福祉Ⅱ（2009～11） 照井　孫久 104 2154 情報リテラシーⅡ④ 廣瀬　美紀 204 4154 情報リテラシーⅡ⑨ 廣瀬　美紀 204 5154 情報リテラシーⅡ⑩ 広瀬　雄二 204

2155 アジアを知ろう 髙橋　英彦 105
2156 地方自治論 和田　明子 103 3152 権利擁護と成年後見制度（2009～10） 庄司　敏明 201 4155 理論経済学 一ノ瀬大輔 301
2157 地域福祉の理論と方法Ⅱ（2009～10） 照井　孫久 209 4156 公益政策 オムニバス 103
2158 情報処理基礎論ａ 西村まどか 102 4157 持続的農林業概論 俵谷圭太郎 105

4158 人間行動と安全 神田　直弥 104 5155 ※社会科・公民科指導法Ⅱ 中道　邦彦 209
1155 地域福祉演習Ⅱ（2009） 武田・澤邉 207 6252 問題解決型学習講座（2009） 鎌田･小関･竹原 207 5156 ニュージーランドの社会福祉 武田真理子 104
1156 情報処理特講Ⅰａ 西村まどか 102 3153 情報処理特講Ⅱａ 西村まどか 102
1157 社会福祉原論Ⅱ（2006～8） 照井　孫久 104
1152 英語Ⅳ（スピーキング）③（2008） ローウェン 208 2152 英語Ⅲ（リーディング）②（2007～8） 佐藤　則子 203 3154 公益概論Ⅱ（2007～8） オムニバス 301
1251 英語Ⅳ（スピーキング）② スチュワート 202 2251 英語Ⅲ（リーディング）⑦ 松田　　憲 212 3251 英語Ⅲ（リーディング）⑥ 松田　　憲 212 4251 英語Ⅳ（スピーキング）⑦ ローウェン 208 5251 英語Ⅲ（リーディング）⑤ 栗本　　晶 208 6251 インクルージョン社会論 澤邉みさ子 201

1252 英語Ⅳ（スピーキング）⑤ ローウェン 208 2252 中国語Ⅲ② 呉　　衛峰 207 3252 森林の保全と共生 呉　　尚浩 301 4252 中国語Ⅳ① 渋谷　周二 201 5252 情報リテラシーⅡ② 山本　直美 205
1253 中国語Ⅳ② 呉　　衛峰 207 2253 中国語Ⅲ③ 渋谷　周二 201 3253 TOEIC（中級） 栗本　　晶 208 4253 情報リテラシーⅡ③ 廣瀬　美紀 204 5253 共創まちづくり論 小地沢将之 103
1254 情報リテラシーⅡ① 武市　義弘 204 2254 情報リテラシーⅡ⑥ 竹村　　学 205 4254 情報リテラシーⅡ⑤ 神田　直弥 205 5254 English PresentationⅡ スチュワート 202

2255 社会学 渡辺　暁雄 103
1255 基礎プログラミングⅡＤ 神田　直弥 101 2256 英語Ⅶ（リスニング）④ 本間ひろみ 206 3254 中国語Ⅶ① 渋谷　周二 201 4255 英語Ⅶ（リスニング）② 安部由美子 202 5255 英語Ⅶ（リスニング）③ 本間ひろみ 206
1256 就労支援サービス（2009～10） 澤邉みさ子 104 2257 英語Ⅷ（リーディング）③ 安部由美子 202 3255 保健医療サービス（2009～10） 阿部　誠也 203 4256 英語Ⅷ（リーディング）⑥ 佐藤　則子 203 5256 中国語Ⅷ③ 渋谷　周二 201
1257 環境情報解析 山本　裕樹 211 2258 英語Ⅷ（リーディング）⑤ 佐藤　則子 203 3256 データベース応用 西村まどか 102 4257 高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ（2009～10） 斎藤　　幸 206 5257 基礎プログラミングⅡＣ 広瀬　雄二 101

2259 情報交換概論 西村まどか 102 4258 資源・エネルギー論 山越啓一郎 105 5258 エコ・マネジメント 古山　　隆 105
1258 ※総合演習 大歳　恒彦 203 4263 ※生徒・進路指導論 國眼眞理子 209
3651 社会福祉援助技術演習Ⅳ（2006～8） 小関　久恵 212 2260 経済学史 三島　憲之 104 3257 環境アセスメント論 古山・大歳 104 4259 家族と地域生活 伊藤眞知子 104 5259 生活環境計測法 大歳　恒彦 104

2261 相談援助実習指導Ⅱ①（2009） 鎌田　　剛 209 3258 情報処理特講Ⅱｃ 広瀬　雄二 202 4260 哲学と倫理（2007～9） 竹原　幸太 211 5260 障害者福祉論Ⅱ（2006～8） 澤邉みさ子 207
2262 相談援助実習指導Ⅱ②（2009） 小関　久恵 211 3259 医療福祉論（2006～8） 阿部　誠也 203 4261 老人福祉論Ⅱ（2006～8） 斎藤　　幸 206
2263 相談援助実習指導Ⅱ③（2009） 竹原　幸太 208
2264 相談援助実習指導Ⅱ④（2009） 益子　行弘 210
2265 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ①（2007～8） 鎌田　　剛 209 4256 英語Ⅷ（リーディング）⑤（2009） 佐藤　則子 203 5251 英語Ⅲ（リーディング）③･④（2007～8） 栗本　　晶 208
2258 英語Ⅷ（リーディング）③（2007～8） 佐藤　則子 203 4256 英語Ⅷ（リーディング）④（2007～8） 佐藤　則子 203 5255 英語Ⅶ（リスニング）②（2007～8） 本間ひろみ 206
2258 英語Ⅷ（リーディング）④（2007～9） 佐藤　則子 203 4262 環境の哲学・倫理（2006） 竹原　幸太 211 5261 ロシア語Ⅳ（2008～9） 金子真理子 203

1351 情報と社会 神田　直弥 301 2351 数学的考え方（2009～11） 西村まどか 102 3351 人文地理学ｂ 松山　　薫 104 4351 法と現代社会 内藤　　悟 103 5351 自然地理学ｂ 白　　迎玖 105 6251 インクルージョン社会論 澤邉みさ子 201

1352 Essay Writing ローウェン 208 2352 教育学 三原　容子 103 3352 ロシア語２（2010～11） 金子真理子 203 4352 日本史ｂ 三原　容子 105
2353 韓国語２（2010～11） 佐々木鍾美 201 4353 文学を楽しむ 呉　　衛峰 301

1353 ※教職入門 知野　　弘 203 4354 Intensive ReadingⅡ 松田　　憲 212 5352 ※教育心理学 國眼真理子 209
1354 中国語Ⅶ② 呉　　衛峰 207 2354 英語Ⅶ（リスニング）① 安部由美子 202 3353 英語Ⅶ（リスニング）⑤ フェック 207 4355 英語Ⅷ（リーディング）④ 安部由美子 202 5353 英語Ⅶ（リスニング）⑦ 栗本　　晶 208 公益社会演習ａ・ｂ 別紙参照

1355 基礎プログラミングⅡＡ 西村まどか 101 2355 英語Ⅷ（リーディング）② 本間ひろみ 206 3354 英語Ⅶ（リスニング）⑥ 栗本　　晶 208 4356 中国語Ⅷ② 渋谷　周二 201 5354 英語Ⅷ（リーディング）① 本間ひろみ 206
1356 相談援助の理論と方法Ⅲ（2009～10） 鎌田　　剛 209 2356 英語Ⅷ（リーディング）⑦ 松田　　憲 212 3355 中国語Ⅶ③ 渋谷　周二 201 4357 共創の技法Ⅱ 温井　　亨 206 5355 中国語Ⅷ① 渋谷　周二 201
1357 高齢化社会と健康 平松　　緑 105 2357 福祉行財政と福祉計画（2009～10） 武田真理子 105 3356 社会情報処理 広瀬･西村･神田 204 5356 基礎プログラミングⅡＢ 広瀬　雄二 101

2358 情報とコンピューティング 広瀬　雄二 101 公益社会演習ａ・ｂ（不定期） 5357 社会調査論 伊藤・渡辺 103
1358 ※社会科・地歴科指導法Ⅱ 樋口　トシ 210 3357 トップセミナー（隔週） 渡辺・髙橋 105 4358 ※日本地誌 松山　　薫 209 5358 情報処理演習ｂ 山本　直美 205
3651 社会福祉援助技術演習Ⅳ（2006～8） 小関　久恵 212 2359 子ども文化論（2009） 半田　　結 104 3358 相談援助演習Ⅲ（2009） 小関　久恵 211 4359 公的年金システム論 阿部　公一 104 5359 公共政策論 内藤　　悟 104

2360 実用英語（SPI） 佐藤　則子 203 3359 社会福祉援助技術演習Ⅱ（2006～8） 小関　久恵 211 4360 農業・食糧論 呉　　尚浩 中研2

2361 教育と公益（2006～8） 半田　　結 104 3353 英語Ⅶ（リスニング）④（2007～9） フェック 207 4361 ケアマネジメント論 照井　孫久 208
2362 福祉財政学（2006～8） 武田真理子 105 3353 英語Ⅶ（リスニング）③（2007～8） フェック 207 5353 英語Ⅶ（リスニング）⑥（2009） 栗本　　晶 208
2363 児童福祉論Ⅱ（2006～8） 竹原　幸太 211 3354 英語Ⅶ（リスニング）⑤（2009） 栗本　　晶 208 4355 英語Ⅷ（リーディング）③（2007～8） 安部由美子 202 5360 ロシア語Ⅷ（2008～9） 金子真理子 203

1451 統計的考え方（2010～11） 西村まどか 102 2451 基礎の自然科学（生物）（1、2年） 平松　　緑 実験室 3451 会計学基礎論（2009～11） 原田　清廣 104 5451 世界の政治経済 杉山　　肇 103 6251 インクルージョン社会論 澤邉みさ子 201

1452 社会保障Ⅱ（2009～11） 阿部　公一 103 2452 地球環境科学 大歳・西村 103
1453 経営財務論 水田　健輔 105 2453 地域共創と公益 伊藤・呉(尚) 301 3452 ロシア語４（2010） 金子真理子 203 4451 統計学 山本　裕樹 103 5452 政策マネジメントと公益 阿部・尾身 301 公益社会演習ａ・ｂ 別紙参照

1454 中国語検定対策ｂ 渋谷　周二 201 2454 相談援助演習Ⅰ（2009～10） 鎌田　　剛 209 公益社会演習ａ・ｂ（不定期） 4452 コミュニティデザイン論 小地沢将之 301 5453 低所得者に対する支援と生活保護制度（2009～10） 澤邉みさ子 105
2455 中国語講読ｂ 呉　　衛峰 207 3357 トップセミナー（隔週） 渡辺・髙橋 105 4453 相談援助の理論と方法Ⅳ 竹原　幸太 211
2456 韓国語４（2010） 佐々木鍾美 201 4454 環境サイエンスと公益 白　　迎玖 105
2457 応用プログラミング 広瀬　雄二 102

1455 ※特別活動指導論 地主　友昭 210 2458 ※歴史概説 土岐田正勝 210 3405 ※体育と健康 山岸　文章 体育館

1456 社会保障論Ⅱ（2006～8） 阿部　公一 103 6252 問題解決型学習講座（2009） 鎌田･小関･竹原 207 4455 公共経営論 出井　信夫 202 5454 地域経済社会の環境問題 一ノ瀬大輔 104
3453 簿記論Ⅱ（2006～8） 原田　清廣 104 4456 金融論 尾身　祐介 104 5455 地球温暖化と環境政策  白 ・古山 207
3454 ロシア語Ⅶ（2008～9） 金子真理子 203 5456 公的扶助論（2006～8） 澤邉みさ子 105

1551 基礎の自然科学（化学）（1、2年生） 古山　　隆 実験室 2551 少子高齢社会論 武田真理子 103 4551 相談援助の基盤と専門職Ⅱ（2009～11） 小関　久恵 104 5457 基礎の自然科学（物理）（1、2年） 山本　裕樹 実験室 6251 インクルージョン社会論 澤邉みさ子 201

1552 経営管理論 尾身　祐介 301 2552 観光デザイン論 渡辺　暁雄 104 4552 公共経済学 一ノ瀬大輔 103
2553 キャリアと人生 オムニバス 105

4553 公益法人論 出井　信夫 201
4554 情報処理特講Ⅱｂ 神田　直弥 209

専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 （進路の時間） 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照

専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照

（就職筆記試験講座）6・7時限 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 （就職筆記試験講座）６・７時限 専門演習Ⅰ・Ⅱ 別紙参照 （就職筆記試験講座）６・７時限

○　2011年度入学生は上段のみ対象。※印は教職課程。★印はリメディアル科目。アンダーラインがあるものは、再履修者が対象。　○（xxxx）内の数字は、入学年度
注）2011年度入学生の情報リテラシークラス：英語①～⑦ ⇒ ①～⑦クラス　中国語①～③ ⇒ ⑧～⑩クラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
注）2010年度入学生の基礎プログラミングクラス（Ａ～Ｄクラス）：英語②・⑥・中国語③⇒Ａクラス　英語③・⑤⇒Ｂクラス　英語⑦・中国語①・②⇒Ｃクラス　英語①・④⇒Ｄクラス　
注）2009年度入学生の基礎プログラミング（再履修）クラス（Ａ～Ｄクラス）：英語②・⑥・ロシア語⇒Ａクラス　英語③・⑤⇒Ｂクラス　韓国語・中国語①・②⇒Ｃクラス　英語①・④⇒Ｄクラス
注）2006～8年度入学生の基礎プログラミング（再履修）クラス（A～Dクラス）：英語②・韓国語①・ロシア語⇒Ａクラス　英語③・⑤⇒Ｂクラス　韓国語②・中国語①・②⇒Ｃクラス　英語①・④⇒Ｄクラス
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上

３
年
以
上

１
年
以
上

２
年
以
上



(3)公益学研究科履修科目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

期 科目名 教員名 教室 期 科目名 教員名 教室 期 科目名 教員名 教室 期 科目名 教員名 教室 期 科目名 教員名 教室 期 科目名 教員名 教室

前 前 前 前 前 前 公共政策論Ⅰ 黒田・一ノ瀬 21

１１１１時限時限時限時限

9:009:009:009:00

～～～～ 後 後 後 後 　 　 後 後 公共政策論Ⅱ 黒田・一ノ瀬 21

10:3010:3010:3010:30 政策研究特論a（地方財政論） 出井　信夫 22

前 前 演習Ⅰ 武田　真理子 酒田 前 前 社会調査論 オムニバス 酒田 前 環境科学特論ｂ（低炭素社会論） 白 迎玖 23 前 環境マネジメント論 古山 隆 22

209 演習Ⅱ 平松　緑 酒田 演習Ⅰ 黒田　昌裕 21

２２２２時限時限時限時限

10:4010:4010:4010:40

～～～～ 後 情報処理演習 西村 まどか 酒田 後 後 後 後 後 公益社会デザイン※ オムニバス ホール

12:1012:1012:1012:10 演習Ⅱ 平松　緑 酒田 計量経済学Ⅱ※ 砂田 洋志 11

前 前 前 前 演習Ｉ 澤邉　みさ子 酒田 前 公益学研究特殊講義ｆ オムニバス 前 論文作成法※ オムニバス 23

203 （地域活性化） 公共経営論 出井 信夫 22

３３３３時限時限時限時限 演習Ⅰ 出井　信夫 22 演習Ⅱ 黒田　昌裕 21

13:0013:0013:0013:00 研究指導Ⅲ 大歳　恒彦 11

～～～～ 後 地域活性化特論c（景観文化論） 遠山 茂樹 21 後 後 後 演習Ⅱ 呉　尚浩 酒田 後 政策研究特論a（地方財政論） 出井　信夫 22 後 公益社会デザイン※ オムニバス ホール

14:3014:3014:3014:30 Essay Writing ローウェン 酒田 計量経済学Ⅱ※ 砂田 洋志 11

    特別セミナー（自治体経営実務）※ 出井・水田 中教室

前 会計学(※自由科目) 水田 健輔 酒田 前 演習Ⅰ 和田　明子 酒田 前 前 前 前 論文作成法※ オムニバス 23

演習Ⅰ・演習Ⅱ 高谷　時彦 11 政策研究特論b（公民連携論） 出井 信夫 22

４４４４時限時限時限時限 研究指導Ⅲ 黒田　昌裕 21

14:4014:4014:4014:40

～～～～ 後 後 演習Ⅰ 和田　明子 酒田 後 後 演習Ｉ 澤邉　みさ子 22 後 演習Ⅰ 出井　信夫 22 後 公益社会デザイン※ オムニバス ホール

16:1016:1016:1016:10 演習Ⅰ・演習Ⅱ 高谷　時彦 11 計量経済学Ⅱ※ 砂田 洋志 11

特別セミナー（自治体経営実務）※ 出井・水田 中教室

前 前 演習Ⅰ 渋川 智明 21 前 前 経済学(※自由科目) 黒田 昌裕 酒田 前 前

５５５５時限時限時限時限

16:2016:2016:2016:20

～～～～ 後 後 障害者福祉論 澤邉 みさ子 22 後 後 演習Ⅰ 武田　真理子 22 後 後 特別セミナー（自治体経営実務）※ 出井・水田 中教室

17:5017:5017:5017:50 演習Ⅰ 渋川 智明 21 演習Ⅰ 黒田　昌裕 21

研究指導Ⅲ 大歳　恒彦 11

前 統計学 山本 裕樹 23 前 公会計論 水田 健輔 23 前 演習Ⅰ 伊藤　眞知子 酒田 前 共創の技法 温井 亨 中教室 前 基幹統計調査論Ⅰ※ 桑原 廣美 21 前

NPO・非営利組織論 渋川 智明 21 政策研究特論d 阿部 公一 酒田 加工統計基礎論※ 髙橋 睦春 21

事例研究法 鎌田 剛 22 （社会保障・公的年金政策） 209 研究指導Ⅲ 出井　信夫 22

研究指導Ⅰ 高谷　時彦 11

６６６６時限時限時限時限

18:0018:0018:0018:00

～～～～ 後 地域福祉特論a 照井 孫久 22 後 公益ビジネス特論a（社会起業家論） 渋川 智明 21 後 後 政策法務論 内藤 悟 23 後 ソーシャルキャピタル論 オムニバス 22 後 演習Ⅱ 黒田　昌裕 21

19:3019:3019:3019:30 （地域福祉ネットワーク論） 地域活性化特論b（中山間・離島地域） オムニバス 23 福祉政策論 武田 真理子 22 基幹統計調査論Ⅱ※ 桑原 廣美 21

地域福祉特論c 鎌田 剛 公益ビジネス特論b 尾身 祐介 12 公益学研究特殊講義g オムニバス 11

（福祉サービスマネジメント論） （企業統治分析） （地域福祉）

環境科学特論a（食生活と健康） 平松 緑 研究指導Ⅲ 出井　信夫 22

演習I 温井　亨 22

前 地域デザイン論 高谷 時彦 22 前 地域活性化特論d（地域プロジェクト論） オムニバス 22 前 前 演習Ⅰ 温井　亨 前 基幹統計調査論Ⅰ※ 桑原 廣美 21 前

地域福祉特論b（福祉サービス評価論） 照井 孫久 21 演習Ⅱ 呉　尚浩 酒田 加工統計基礎論※ 髙橋 睦春 21

７７７７時限時限時限時限

19:4019:4019:4019:40

～～～～ 後 後 公共性の社会学 オムニバス 22 後 後 演習Ⅰ 伊藤　眞知子 22 後 政策研究特論c 和田 明子 22 後 研究指導Ⅲ 黒田　昌裕 21

21:1021:1021:1021:10 公益組織体会計論 水田 健輔 23 （New Public Management）

地域活性化特論a オムニバス 21 基幹統計調査論Ⅱ※ 桑原 廣美 21

（都市中心市街地）

※印：期日指定型講義  東北公益文科大学東北公益文科大学東北公益文科大学東北公益文科大学　　　　大学院大学院大学院大学院

2 0 1 1 2 0 1 1 2 0 1 1 2 0 1 1 年 度年 度年 度年 度　　　　大 学 院 時 間 割大 学 院 時 間 割大 学 院 時 間 割大 学 院 時 間 割

時 限
月 火 水 木 金 土



１　前期開講科目

区分 科目名 教員名 開講日時

遠山 茂樹
大歳 恒彦 　4/23・5/7・5/21・6/4・6/18・7/2・7/23・8/6

期日指定 論文作成法 和田 明子 　各土曜3～4時限（8/6は3時限のみ）
 松田 憲
 松山 薫

期日指定 基幹統計調査論Ⅰ 桑原 廣美 　4/22・5/20・6/3・6/17・7/1・7/29・8/5・8/26
　各金曜6～7時限（8/26は6時限のみ）

期日指定 加工統計基礎論 髙橋 睦春 　5/6・5/13・5/27・6/10・6/24・7/8・7/22・8/12
　各金曜6～7時限（8/12は6時限のみ）

　8/18(木) 1～5時限
夏季集中 企業と社会論 中谷 常二 　8/19(金) 1～5時限

　8/20(土) 1～5時限
　8/23(火) 2～5時限

夏季集中 コミュニティ・ビジネス論 飯盛 義徳 　8/24(水) 2～5時限
公開講座として実施 　8/25(木) 2～5時限

　8/26(金) 1～3時限

夏季集中 計量経済学Ⅰ 黒田 昌裕 　8/30(火)、8/31(水)、9/1(木)、9/3(土)、9/4(日)

　各1時限～3時限

２　後期開講科目
区分 科目名 教員名 開講日時

　10/ 8(土) 2～4時限
　10/15(土) 2～4時限

期日指定 公益社会デザイン オムニバス 　11/12(土) 2～4時限
　11/26(土) 2～4時限
　12/17(土) 2～4時限
　10/ 1(土) 2～4時限
　10/22(土) 2～4時限

期日指定 計量経済学Ⅱ 砂田 洋志 　11/19(土) 2～4時限
　12/ 3(土) 2～4時限
　12/10(土) 2～4時限

期日指定 基幹統計調査論Ⅱ 桑原 廣美  10/7・10/21・11/4・11/25・12/2・12/16・1/13・1/27

　各金曜6～7時限（1/27は6時限のみ）

　10/22(土) 3～5時限
　10/23(日) 3～5時限

期日指定 特別セミナー（自治体経営実務） 　10/29(土) 3～5時限
　10/30(日) 3～5時限
　11/13(日) 3～5時限

201１年度大学院時間割（期日指定型講義・集中講義）

出井 信夫
水田 健輔



（４）インターンシップ実施状況

No. 種別 企業・団体名 実習学生数

1 国土交通省東北地方整備局 2

2 山形県 1

3 山形市役所 2

4 酒田市役所 3

5 鶴岡市役所 1

6 新庄市役所 3

7 尾花沢市役所 1

8 南陽市役所 1

9 寒河江市役所 1

10 東根市役所 2

11 天童市役所 1

12 河北町役場 1

13 朝日町役場 1

14 米沢市役所 1

15 川西町役場 1

16 金ヶ崎町役場 1

17 郵便事業株式会社 酒田支店 1

18 株式会社荘内銀行 2

19 株式会社きらやか銀行 1

20 鶴岡信用金庫 2

21 株式会社コミュニティ新聞社 2

22 株式会社山形テレビ 2

23 株式会社エフエム山形 1

24 酒田共同火力発電株式会社 2

25 株式会社山形グランドホテル 1

26 株式会社ヤマザワ 1

27 株式会社東洋開発 3

28 酒田まちづくり開発株式会社 1

29 長井まちづくりＮＰＯセンター 1

30 庄内観光コンベンション協会 1

31 社団法人酒田観光物産協会 2

○31団体　46名

官公庁

その他法人団体

民間会社



H24.7.9

教員名 研究室 教員名 研究室 教員名 研究室 教員名 研究室 教員名 研究室

　 　   

２時限 白　　迎玖 Ｃ－５ 和田　明子 Ｂ－２

10:40～12:10

　 　 　

大歳　恒彦 Ａ－３ 白　　迎玖 Ｃ－５

３時限 　 　 山本　裕樹 Ｉ－５ 遠山　茂樹 Ｅ－５ 和田　明子 Ｂ－２

13:00～14:30 遠山　茂樹 Ｅ－５ 　 　

尾身　祐介 Ｇ－１ 古山　　隆 Ｅ－１ 出井　信夫 Ａ－５ 阿部　公一 Ｈ－５

温井　　亨 Ｇ－３ 伊藤眞知子 Ｆ－３ 松田　　憲 Ｉ－４ 広瀬　雄二 Ｂ－３

４時限 呉　　衛峰 Ｆ－２ 水田　健輔 Ｃ－４ 渡辺　暁雄 Ｈ－１

14：40～16：10 半田　　結 Ｄ－３ 呉　　尚浩 Ａ－２

　 　

内藤　　悟 Ｃ－２

武田真理子 Ｅ－２ 小地沢将之 Ｇ－４ 三原　容子 Ｄ－２

５時限 小関　久恵 Ｈ－３ 山越啓一郎 Ｄ－４ 山本　裕樹 Ｉ－５ 松山　　薫 Ｃ－３

16：20～17：50 松山　　薫 Ｃ－３ 鎌田　　剛 Ｅ－４ 一ノ瀬大輔 Ｄ－１

神田　直弥 Ｆ－４ 澤邉みさ子 Ａ－４

照井　孫久 Ｆ－１ 安部由美子 Ｈ－５

竹原　幸太 Ｈ－４

益子　行弘 Ｈ－２

國眼眞理子 Ｇ－５

６時限 三島　憲之 Ｉ－３ 杉山　　肇 Ｄ－５

18:00～19:30

※※※※　　　　学長学長学長学長、、、、副学長副学長副学長副学長、、、、学部長学部長学部長学部長はははは特特特特にににに設定設定設定設定しておりませんがしておりませんがしておりませんがしておりませんが、、、、秘書秘書秘書秘書カウンターカウンターカウンターカウンター（（（（内線内線内線内線：：：：１０５０１０５０１０５０１０５０））））にににに事前事前事前事前にににに予約予約予約予約をとってくださいをとってくださいをとってくださいをとってください。。。。

２０１１年度前期オフィスアワー日程

月曜日 火曜日 木曜日 金曜日水曜日



H24.7.9

教員名 研究室 教員名 研究室 教員名 研究室 教員名 研究室 教員名 研究室

２時限 和田　明子 Ｂ－２

10:40～12:10 大歳　恒彦 Ａ－３ 白　　迎玖 Ｃ－５ 白　　迎玖 Ｃ－５

　 和田　明子 Ｂ－２ 山本　裕樹 Ｉ－５ 渋川　智明 Ａ－５ 古山　　隆 Ｅ－１

３時限 大歳　恒彦 Ａ－３ 遠山　茂樹 Ｅ－５

13:00～14:30 遠山　茂樹 Ｅ－５

古山　　隆 Ｅ－１

西村まどか Ｂ－４ 竹原　幸太 Ｈ－４ 阿部　公一 Ｈ－５ 広瀬　雄二 Ｂ－３

呉　　衛峰 Ｆ－２ 山本　裕樹 Ｉ－５ 三原　容子 Ｄ－２ 渡辺　暁雄 Ｈ－１

尾身　祐介 Ｇ－１ 小関　久恵 Ｈ－３ 杉山　　肇 Ｄ－５ 鎌田　　剛 Ｅ－４

４時限 神田　直弥 Ｆ－４ 出井　信夫 Ａ－５ 内藤　　悟 Ｃ－２

14：40～16：10 安部由美子 Ａ－１ 松田　　憲 Ｉ－４

松山　　薫 Ｃ－３ 伊藤眞知子 Ｆ－３

三島　憲之 Ｉ－３ 武田真理子 Ｅ－２

益子　行弘 Ｈ－２ 澤邉みさ子 Ａ－４

水田　健輔 Ｃ－４ 一ノ瀬大輔 Ｄ－１

半田　　結 Ｄ－３

温井　　亨 Ｇ－３ 呉　　尚浩 Ａ－２

照井　孫久 Ｆ－１

５時限 小地沢将之 Ｇ－４

16：20～17：50 山越啓一郎 Ｄ－４

６時限 國眼眞理子 Ｇ－５

18:00～19:30

※※※※　　　　学長学長学長学長、、、、副学長及副学長及副学長及副学長及びびびび学部長学部長学部長学部長のののの日程日程日程日程はははは、、、、特特特特にににに設定設定設定設定しませんのでしませんのでしませんのでしませんので、、、、相談相談相談相談したいしたいしたいしたい学生学生学生学生はははは、、、、秘書秘書秘書秘書カウンターカウンターカウンターカウンターにににに日程日程日程日程、、、、時間等確認時間等確認時間等確認時間等確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

２０１１年度後期オフィスアワー日程

月曜日 火曜日 木曜日 金曜日水曜日



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 教授 渋川智明 

１ 専門分野、研究テーマ 非営利組織論 社会起業家論 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

② 研究調査報告書 

   

「新しい地域像を求めて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平成23年度（復興支援）被災

者に対するカウンセリング調査

活動事業報告書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

2012年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012年3月 

 

 

 

 

 

公益ビジネス研究プ

ロジェクト研究報告

会、東北公益文科大

学公益総合研究セン

ター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財団法人ＪＫＡ震災

復興補助事業、東北

公益文科大学公益総

合研究センター 

 

 

 

 

 

 

 

７ ～ ８

ｐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ｐ 

 

 

 

 

 

2005～2010 年度の文部科

学省私立大学学術高度化

推進事業のダブルＡ評価

を受け、引き続き公益ビジ

ネスプロジェクトを実施

した。2011年11月19日に

東北公益文科大学大学院

ホールにおいて開催され

た研究報告会において、

「元気高齢者の社会セン

ター」と題して研究報告を

した。東日本大震災におけ

る被災地と、海外イタリ

ア・ドイツからっ考えた新

しい地域像を事例も含め

て研究の結果を報告した。 

 

 

ＪＫＡの補助事業により、

社会福祉法人、ＮＰＯ法人

など介護保険事業者、職員

と実行委員会を設置。照井

孫久・本学教授、学部の渋

川ゼミ所属学生らと共に

岩手県内のグループホー

ム、小規模多機能施設など

で震災時の対応、危機管

理、その後の高齢者ケア、

職員自らの体調管理、心の



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ その他 

   （名称） 

 

 

ケアアンドについて、現地

調査を行い、アンケート、

インタビュー調査を実施

した。その結果を収録、公

刊したもの。渋川はプロジ

ェクトの研究代表者とし

て本プロジェクト、調査の

意義、概要等について執筆

した。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

・鶴岡市高齢者保健福祉

計画有識者懇話会委員、

地域包括支援センター運

営協議会委員 

・やまがた社会貢献基金

運営委員会団体部会長 

山形県新しい公共支援部

会部会長 

・鶴岡市総合計画審議会

委員 

・鶴岡市地域密着型サー

ビス運営委員会座長 

・鶴岡市介護保険事業計

画策定懇話会委員 

H23年3月～H 年 月 

 

 

 

H24年4月～H 年 月 

 

 

 

H23年3月～H 年 月 

委員 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

委員 

② その他 

 

 

日本自治学会 

日本公益学会 

H24年4月～H 年 月 

H22年４月～H 年 月 

理事 

理事 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 三原 容子 

１ 専門分野、研究テーマ 日本近代史（思想、運動、教育） 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 

 

「庄内地域史の検証と再構築―

―実証的研究への第一歩――」 

 

 

単 

 

 

2011年8月 

 

 

『地方史研究』第

352号（第61巻第4

号） 

 

 

36-39 

 

 

地方史研究協議会の 2011

年度（第62回）大会が「出

羽庄内の風土と歴史像―

―その一体性と多様性―

―」をテーマとして10月

に鶴岡で開催されるにあ

たり、問題提起の依頼を受

けて執筆した。「支配層の

継続性という特徴」「継続

性がもたらす歴史研究の

制約」「立場性のからむ個

別事例」「近年における状

況の変化」「今後の研究」

と題して、庄内地域史研究

の方向性について簡潔に

述べた。 

５ 資（史）料 

 

「（資料紹介）山形県立自治講習

所第一期生日誌（一九一六（大

正五）年）」 

 

 

 

 

「（資料紹介）山形県立自治講習

所大正七（一九一八）年の第三

期生「自治寮日誌」と短期講習

生「日誌」」 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

2011年7月 

 

 

 

 

 

 

2012年1月 

 

 

『東北公益文科大学

総合研究論集』第20

号 

 

 

 

 

『東北公益文科大学

総合研究論集』第21

号 

 

 

(43)-(65) 

 

 

 

 

 

 

(7)-(55) 

 

 

前年度まで科学研究費に

よる研究報告書や総合研

究論集で発表してきた山

形県自治講習所関係資料

を判読し紹介したもの。第

一回目は第一期生の日誌

である。 

第二回目として（第二期生

の日誌は未発見であるた

め）第三期生と短期講習生

の日誌を判読し紹介した。 

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

 

② 研究調査報告書 

  「山形県庄内地方の農業倉

庫建設運動と加藤完治」 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

2011年3月 

（昨年度の報

 

 

 

 

 

『農本思想の現代的

意義に関する研究

 

 

 

 

 

pp.73-88 

 

 

 

 

 

３年間の調査収集の結果、

長らく研究者の間で未見



 

 

 

 

 

 

 

 

③ その他 

   （名称） 

告書で「予定」

と書いた。刊

行されたので

念のため再掲

する） 

（ 課 題 番 号

20580252）平成20～

22 年度科学研究費

補助金基盤研究（Ｃ）

研究成果報告書』 

であった資料を見つけ読

むことができた。その結果

を、自治講習所と皇国農民

団、満州移民、鳥海農民道

場、産業組合運動の４点に

まとめた。紙数の関係で資

料の紹介を主とした記述

にした。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

・酒田市小・中学校学区改

編審議会 

・山形県立酒田西高等学校

学校評議員会 

・山形県立酒田西高等学校

学校関係者評価委員 

・山形県立酒田聾学校学校

評議員会 

・山形県屋外広告物審議会 

 

・酒田市図書館協議会委員 

H22年10月～H23年10

月 

H23年 5月～H24年 3

月 

H23年 5月～H24年 3

月 

H23年 4月～H24年 3

月 

H23年 10月～H25年 9

月 

H23年 6月～H25年 5

月 

委員（再任）（酒田市教育委員

就任のため、再任せず） 

学校評議員（再任） 

 

学校関係者評価委員（再任） 

 

学校評議員（再任） 

 

委員（再任） 

 

（酒田市教育委員就任のため、

H24年3月までで辞任） 

② その他 

 

 

 

 

 

・ワッパ騒動顕彰会 

 

・森藤右衛門を顕彰する会 

 

 

・「やまがた夜話」（大学コ

ンソーシアムやまがた） 

・三太郎忌記念額集会（松

山町） 

 

その他、各地で森藤右衛門

関係の講演 

 

H19年9月～現在 

 

H23年7月～準備段階 

H24年3月28日～ 

 

H23年7月20日 

 

H23年10月15日 

 

 

 

呼びかけ人 

 

アドバイザー・講師 

顧問 

 

講師 

 

講師 

（特記） 

森藤右衛門顕彰活動の開始と「公益

大」のパブリシティ 

 

 

 

  前年度は『大地動く』の刊行と

「真壁仁・野の文化賞」受賞の

関係で、しばしば新聞記事に掲

載されたが、今年度は、ワッパ

騒動の関連で、酒田での森藤右

衛門顕彰活動が始まった。 

2月 4日付『山形新聞』、2月5

日付『荘内日報』、2月10日『コ

ミュニティしんぶん』、2月 11

日付『読売新聞』で報じられ、

3月 28日に設立総会は当日の

YBCニュース、翌日の『読売』

『毎日』『山形新聞』『荘内日報』

で取上げられた。森藤右衛門で

多忙な数ヶ月だった。 

東北公益文科大学 

 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 教授 水田健輔 

１ 専門分野、研究テーマ 公会計、高等教育財政、公的部門の経営 

 単・共 
著の別 

発行又は   
発表年 

発行所、発表雑誌 
学会等の名称 

担当 
頁数 

概   要 

２ 著書 

  （名称） 

1 公会計小辞典 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 2010年財政管理創新と経済の

持続可能な発展国際会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 いまからのキャンパスづくり

－大学の将来戦略のためのキャ

ンパス計画とマネジメント 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

2011年4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年11月 

 

 

ぎょうせい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北京交通大学出版

社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本建築学会 

 

 

21項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

pp.295-304 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

pp.108-111 

 

 

執筆項目：「地方自治法」「地

方交付税」「地方交付税法」

「実質赤字比率」「連結実質

赤字比率」「実質公債費比

率」「将来負担比率」「資金

不足比率」「地方債・縁故債」

「独立行政法人」「独立行政

法人の会計」「独立行政法人

通則法」「市場化テスト」「指

定管理者制度」「実施計画」

「使用料」「資産・負債差額

増減計算書」「電子政府」「概

算要求・概算要求基準」「支

出負担行為」「分任官」 

《総頁数382頁》《共著者：

亀井孝文, 会田一雄, 山本

清, 他 計50名》 

 

執筆個所：「日本における地

方財政のマクロ管理とミク

ロ管理」 

概要：日本の地方財政計画

によるマクロ統制の概要と

長所・短所を示し、その短

所を補うためにストック会

計情報を有効に利用するた

めの留意点を示した。 

《総頁数710頁》《共著者：

匡小平, 藤岡純一, 他 計

100名以上》 

 

執筆個所：「第4章(3) 財源

マネジメント」 

概要 日本の国公私立大学

の施設整備財源について、

その主要財源が不安定でキ

ャンパス計画を裏打ちする

のが難しい点を指摘し、新

たな財源や整備手法の候補

を紹介した。 

《総頁数191頁》《共著者：

小林英嗣, 他 計31名》 

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

1 ニュージーランドにおける大

 

 

単著 

 

 

2011年2月 

 

 

『ニュージーラン

 

 

pp.1-29 

 

 

概要 ニュージーランドに



学等への政府助成制度－需要重

視政策から需要管理・成果主義

政策への転換－（査読無） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 ニュージーランド政府の財政

規律と管理－平時の財政・有事

の財政－（査読無） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年3月 

ド・ノート』第 13

号（東北公益文科大

学・公益総合研究セ

ンター・ニュージー

ランド研究所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ニュージーラン

ド・ノート』第 14

号（東北公益文科大

学・公益総合研究セ

ンター・ニュージー

ランド研究所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

pp.2-29 

おける高等教育機関への予

算配分制度の改革を検証

し、その改革課程の議論を

日本に適用する方策につい

て考察した。具体的には、

ニュージーランドの過去の

予算制度が単純なアウトプ

ット（学生数）をもとにし

ていたため、留学生の無理

な受け入れにより教育の質

の低下を招いた点を紹介

し、基盤的な教育財源と研

究財源に業績主義を導入し

た意義を検証した。 

 

概要 東北公益文科大学・

公益総合研究センター・ニ

ュージーランド研究プロジ

ェクト第３２回研究会

（2011年 11月 5日）で発

表した内容を論文としてま

とめたもの。ニュージーラ

ンドの中央政府および地方

政府の財政規律を紹介し、

その特徴を検証するととも

に、2012年2月に起きたカ

ンタベリー大地震後のクラ

イストチャーチ市復興施策

にかかる財源措置の詳細を

分析・検討し、日本に対す

る示唆をまとめた。 

４ 研究ノート 
  （名称） 

なし 

     

５ 資（史）料 
  （名称） 

なし 

     

６ 翻訳 
  （名称） 

なし 

     

７ 学会発表 
  （名称） 

1 国立大学法人における施設等

の老朽化と機能低下の分析方法

に関する試案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同（水

田健輔, 

稲葉忠

彦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 年 5 月

29日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本高等教育学会

第 14 回大会（会

場：名城大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

概要 国立大学の施設等の

老朽化を把握するために面

積当たりの固定資産単価を

使用する妥当性を検証し

た。また、固定資産単価と

施設等に対する学生の満足

度に有意な相関があること

を示し、単価を用いた施設

状況の管理が重要性を持つ

ことを示した。 

 



2 国立大学法人における会計情

報と業績・経営行動に関する実

証分析 

 

 

 

 

 

3 高等教育財政支出の決定要因

−政治的要因の直接性と間接性

－ 

共同（水

田健輔, 

古市雄

一朗） 

 

 

 

 

単独 

2011 年 9 月

18日 

 

 

 

 

 

 

2011 年 10月

9日 

日本会計研究学会

第 70 回大会（会

場：久留米大学） 

 

 

 

 

 

日本教育行政学会

第 46 回大会（会

場：九州大学）

  

概要 国立大学が法人化後

に採用した発生主義ベース

の財務会計情報と従前から

継承している現金主義ベー

スの予算・決算情報につい

て、業績評価の観点から双

方の有用性を検証した。 

 

概要 課題研究Ⅰ「高等教

育の評価・質保証・財政−

教育と政治の観点から−」に

おいて、学会からの依頼・

招聘にもとづき発表した。

具体的には、日本、英国、

米国における、過去の高等

教育財政支出について、そ

の増減の要因を政治的直接

要因、政治的間接要因、行

政的継続要因に分けて実証

分析を行った。 

８ その他 
① 専門誌 

 （名称） 

1 国立大学法人化の常識－デー

タからみたホンネとホント－ 

 

 

 

 

 

2 競争的資金による大学改革の

光と影  

 

 

 

 

② 研究調査報告書 
  （名称） 

1 『国立大学法人における基盤

的教育研究経費に関する研究』 

 

 

 

 

 

③ その他 
   （名称） 

1 2011 年度国際公会計学会賞

（論文部門）受賞 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

2011 年 4月

～7月 

 

 

 

 

 

2011 年 6月

～7月 

 

 

 

 

 

 

2011年6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年9月 

 

 

 

『文部科学教育通

信』ジアース教育新

社, 4 月 25 日号

（266）～7 月 25

日号（272） 

 

 

『週間教育資料』日

本教育新聞社, 6月

27日号（1167）、7

月11日号（1169）、

7月25日号（1171） 

 

 

 

平成19～22年度・

日本学術振興会・科

学研究費補助金（基

盤研究(B)）最終報

告書・課題番号

19330191 

 

 

 

国際公会計学会 

 

 

 

各回2頁 

 

 

 

 

 

 

各回2頁 

 

 

 

 

 

 

 

pp.29-46, 

pp.57-65, 

pp.67-115, 

pp.117-138 

pp.139-170 

 

 

 

概要 国立大学の法人化後

の変化を各種データから検

証する連載記事。2010年6

月から全 27 回連載（2011

年度は、うち7回を執筆）。 

 

 

概要 競争的配分による研

究資金の集中化が国の研究

基盤にもたらす悪影響の可

能性を国内のデータおよび

海外の文献から示した。 

 

 

 

概要 研究代表者を務めた

科研プロジェクトの最終報

告書であり、全 9章中、第

2・4・5・6・7・8 章の 6

章の執筆を担当（うち第

2・6 章は共著）。《総頁数

190頁》 

 

 

受賞対象論文 「海外の地

方政府における「財政危機」

概念とモニタリング方法－

その類型化と日本への示唆

－」『公会計研究』, 第 12

巻第 1 号通巻 23 号 , 

pp.34-54. 



９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

なし 

   

② その他  

1 大学共同利用機関法人人

間文化研究機構評価委員会 

 

2 国立大学財務・経営セン

ター 

 

3 社団法人日本私立大学

連盟インテリジェンスセン

ター「広報・情報部門会議

（調査）」 

 

4 経済産業研究所「財政的

な統一視点からみた教育財

政ガバナンス・システムの

構築」プロジェクト 

 

5 公立大学協会「公立大学

法人財務会計に関する作業

部会」 

 

H19年10月～継続中 

 

 

H23年4月～H24年3月 

 

 

H23年6月～継続中 

 

 

 

 

H23年9月～継続中 

 

 

 

 

H23年11月～継続中 

 

委員 

 

 

客員教授 

 

 

委員 

 

 

 

 

研究メンバー 

 

 

 

 

専門委員 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授 温井 亨 

１ 専門分野、研究テーマ  

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書      

３ 学術論文      

４ 研究ノート      

５ 資（史）料      

６ 翻訳      

７ 学会発表      

８ その他 

① 専門誌 

② 研究調査報告書 

� 陸前高田市における

歴史・文化遺産を活か

した復興まちづくり

検討委員会報告書 

 ③ その他 

� 庄内町地域活性化アドバ

イザー事業報告書 

� 上山市まちづくりアドバ

イザー事業報告書 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

単著 

 

単著 

 

 

 

2012年3月？ 

 

 

 

 

2012年3月 

 

2012年3月 

 

 

 

陸前高田市における

歴史・文化遺産を活

かした復興まちづく

り検討委員会？ 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

１４ 

 

？ 

 

 

 

文化庁所管事業の報告書 

 

 

 

 

庄内町地域活性化アドバ

イザーとしての活動報告 

上山市まちづくりアドバ

イザーとしての活動報告 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

� 山形県まちづくり連携会議 

� 馬見ヶ崎川宝の川づくり計画策定検

討会（村山総合支庁） 

� 東根市旧横尾邸【東の杜資料館】利

活用基本計画策定委託事業事業者選

定委員会 

� 上山小学校改築基本計画指名型プロ

ポーザル設計者選定委員会 

� 上山市協働のまちづくり活動支援事

業（やる気満マンプラン） 

� 上山市長門ギャラリー運営委員会 

� 庄内町中心市街地まちづくり協議会 

 

� 庄内町振興審議会 

� 村山市五十沢かやぶきの里景観会議 

H22年6月～ 

H23年9月～ 

 

H23年8月～H23年11月 

 

 

H23年9月 

 

 

H23年5月～H24年3月 

H23年9月～H24年3月 

H22年8月～ 

 

H24年2月～H26年1月 

H9年～H23年4月 

メンバー 

座長 

 

副委員長 

 

 

委員 

 

 

審査委員長 

委員長 

庄内町地域活性化アド

バイザー 

会長 

幹事 

② その他 

 

 

 

 

� 庄内町地域活性化アドバイザー 

� 上山市まちづくりアドバイザー 

� 山形県立庄内総合高等学校学校評議

員 

� 山形県立庄内総合高等学校学校関係

者評価委員 

� 農水省東北農政局豊かなむらづくり

審査会 

� 国交省東北地方整備局酒田河川国道

事務所日本海沿岸東北自動車道（酒

田みなと～遊佐）事業 

� 日本造園学会東北支部 

H23年5月～H24年3月 

H23年4月～H24年3月 

H23年5月～H24年5月 

 

H23年5月～H24年5月 

 

H21年5月～H24年3月 

 

H23年11月～ 

 

 

H18年10月～H23年10月 

アドバイザー 

アドバイザー 

評議員 

 

学校関係者評価委員 

 

委員 

 

事業景観アドバイザー 

 

 

副支部長 



 

� 日本造園学会ランドスケープ遺産イ

ンベントリー作成委員会 

� 日本造園学会ランドスケープ研究校

閲委員 

� 日本造園学会東日本大震災復興支援

調査委員会 

� 荘内銀行庄内価値開発研究会 

� 村山市五十沢地区むらづくり 

� 庄内町観光協会ボランティアガイド

育成講座 

� 月山恵みの里庄内交流推進協議会 

� 庄内町なしたって水曜会 

H23年10月～ 

H23年11月～H25年3月 

 

H23年10月～H24年3月 

 

H23年11月～H24年5月 

 

H23年9月～H24年9月 

H23年12月～ 

H23年10月～H24年3月 

 

H23年9月～ 

H23年11月～ 

支部長 

委員 

 

校閲委員 

 

幹事 

 

メンバー 

雪下ろし等 

アドバイザー 

 

アドバイザー 

主催者 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名  准教授  澤邉みさ子 

１ 専門分野、研究テーマ  社会福祉、障害者福祉、障害者雇用 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

② 研究調査報告書 

・平成23年度酒田市大学まちづ

くり政策形成事業「酒田市にお

けるひとり暮らしの高齢者の見

守り活動」の担い手に関する調

査研究 報告書 

 

/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成23年度酒田市大学まちづ

くり政策形成事業「とびしま未

来プロジェクト事業」 報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

2012年2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012年3月 

  

 

 

 

p.19-28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三部 

pp.19-22 

pp.25-30 

 

 

 

 

本調査は、酒田市における

ひとり暮らし高齢者の見

守り活動の担い手とその

活動内容の実態を把握し、

各担い手や地域が抱える

課題、各地域における「見

守り活動」の範囲や内容に

ついて明らかにすること

を目指したものである。調

査対象地区は、高齢化率の

高い琢成学区（中心市街

地）と日向地区（中山間地

区）である。 

《総頁数72頁》《共同研究

者：武田真理子、照井孫久、

小関久恵》 

《執筆担当箇所》琢成学区

ヒヤリング調査まとめ 

 

本調査は、山形県離島振興

計画（2003年～）、2007年

山形県離島振興推進調査

における提言の検証、時期

離島振興計画に向けた予

備調査を目的としている。

特に、福祉・医療の充実（ケ

アシステムの再構築）と合

意形成の場づくりに焦点

をあてて調査研究を行っ

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ その他 

   （名称） 

《総頁数219頁》《呉尚浩、

小関久恵》 

《執筆担当箇所》インタビ

ュー調査まとめ（介護サー

ビス事業所「和楽」職員、

酒田市社会福祉協議会職

員・地域包括支援センター

にいだ職員）、各サービス

主体の役割と課題 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

 

山形県介護保険審査会 

山形県行政支出点検・行

政改革委員会 

酒田市障害者施策推進

協議会 

鶴岡市障害者施策推進

協議会 

庄内地域福祉有償運送

運営協議会 

 

H22年4月～H25年3月 

H22年6月～H22年3月 

 

H22年7月～H24年6月 

 

H22年11月～H24年3月 

 

H23年4月～H24年3月 

 

委員 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

構成員 

② その他 

 

 

 

 

 

酒田市立看護学校 

 

日本ニュージーランド

学会 

サポートセンターあお

ぞら苦情解決委員会 

庄内障害者就業・生活支

援センター苦情解決委

員会 

社会福祉法人光風会苦

情解決第三者委員会 

吹浦荘苦情解決委員会 

特定非営利活動法人あ

らた 

社会福祉法人酒田市社

会福祉協議会苦情解決

第三者委員 

酒田市立浜田小学校評

議員 

 

(財)青少年国際交流推進

センター 青少年社会

活動コアリーダー育成

プログラム事前研修 

山形県要約筆記奉仕員

養成講座 

ヘルパーステーション

「わかば」基金訓練事業

2010「地域生活支援セミ

ナーIN庄内」 

 

H23年4月～H24年3月 

 

H23年6月～H24年6月 

 

H23年4月～H24年3月 

 

H23年4月～H24年3月 

 

 

H23年4月～H24年3月 

 

H23年4月～Ｈ24年3月 

H23年5月～H25年5月 

 

H23年６月～H25年6月 

 

 

H23年5月～H24年3月 

 

 

H22年6月25日 

 

 

 

H23年8月7日 

8月21日 

H23年9月1日 

 

H23年11月22日 

 

 

非常勤講師 

 

監事 

 

委員 

 

委員 

 

 

委員 

 

委員 

監事 

 

委員 

 

 

評議員 

 

 

講師 

 

 

 

講師 

講師 

講師 

 

講師 

 



WAC ホームヘルパー養

成研修2級課程 

日本財団助成事業 大

学などの地域資源を活

かした社会貢献支援「大

学生による公益活動実

践授業と授業手法の開

発、公益コミュニティサ

ポーターの養成」 

 

H22年5月～9月 

H22年6月5日 

H22年12月19日 

 

H22年～H25年3月 

 

 

 

 

 

 

 

運営スタッフ 

講師 

スタッフ 

 

 

 

 

 

 

 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授 阿部公一 

１ 専門分野、研究テーマ 社会保障論・公的年金政策史 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

② 研究調査報告書 

  （名称） 

③ その他 

「厚生年金における 1960 年代

後半から 70 年代の給付水準増

大の誘因関係－労使間における

対立調整の視点を加えて―」 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

  

 

 

 

 

 

平成 23 年度奨励研

究(東北公益文科大

学) 

  

 

 

 

 

 

高度経済成長期におけ

る厚生年金の給付水準増

大には、日本経営者団体連

盟による方針転換がその

誘因関係にあることを仮

説とし、厚生年金基金の創

設に至るまでの過程を対

象に、厚生年金改正への労

使間の影響を考察した。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

 

酒田市中央公民館運営

審議会 

 

H13年6月～H25年5月 

 

 

副委員長 

② その他 

 

 

   

東北公益文科大学 
 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授  渡辺暁雄 

１ 専門分野、研究テーマ 社会学 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

 

② 研究調査報告書 

「食と地域の交流促進集落活性

化対策寄付金事業『地域調査』」 

 

③ その他 

山形新聞連載「＜ことば＞の杜

へ」 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

2012.01.28 

 

 

 

 

 

2011.05.07 

2011.07.02 

2011.08.27 

2011.10.22 

2011.12.17 

2012.02.18 

 

 

 

 

鶴岡市 

 

 

 

 

 

山形新聞 

 

 

 

 

18頁 

 

 

 

 

 

毎回 900

字前後 

 

 

 

 

鶴岡市グリーン・ツーリズ

ム推進協議会委託事業 

 

 

 

 

連載コラム 

映画,漫画,歌謡曲などサ

ブカルチャー作品の中で

用いられる様々な＜こと

ば＞を社会学的に読み解

く。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

 

・酒田市食育推進委員会 

・酒田市社会教育委員 

 

 

H18年12月～ 

H21年5月～ 

 

 

委員長 

委員 

 

② その他 

 

 

 

 

・㈶黒川能保存伝承事業

振興会評議員選定委員

会 

H21年7月～H22年7月 

 

委員 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授 呉衛峰 

１ 専門分野、研究テーマ 日中比較文学 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

『源氏物語』の中国語訳――豊

子愷訳の成立を中心に 

（査読付） 

単 2011年 日本比較文学会編

『越境する言の葉―

―世界と出会う日本

文学』日本比較文学

会創立６０周年記念

論文集、彩流社。 

173-184

頁 

最初の中国語の全訳であ

る『源氏物語』豊子愷訳に

ついて、その成立に係わる

幾つかの問題を実証的に

検証したものである。 

４ 研究ノート 

  （名称） 

豊子愷訳『源氏物語』の出版の

遅れについて 

（査読なし） 

単 2012年 『東北公益文科大学

総合研究論集』21 

1-5頁 『源氏物語』豊子愷訳の出

版の遅れは、文革による文

化出版事業の中断が最大

の原因であるが、豊訳に対

する出版社内部の意見対

立もあったことを明らか

にした。 

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

 

② 研究調査報告書 

  （名称） 

 

③ その他 

   （名称） 

 

 

     

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

  

 

 

② その他 

 

 

  

 

 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授 和田明子 

１ 専門分野、研究テーマ 行政学 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

『公会計小辞典』 

 

 

共 

 

2011年 

 

国際公会計学会監修 

亀井孝文編集代表 

 

約 30 項

目 

 

ニュージーランドの公会

計に関する項目を執筆 

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

 

     

４ 研究ノート 

「東北公益文科大学における公

益研究の動向」 

 

 

 

 

「地震災害に対するニュージー

ランド政府及び地方自治体の対

応－復興法・復興庁・復興計画

を中心に－」 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

2011年 

 

 

 

 

 

2012年 

 

『東北公益文科大学

総合研究論集』第20

号 

 

 

 

『ニュージーラン

ド・ノート』第14号 

 

pp.57-80 

 

 

 

 

 

pp.30-44 

 

本学における公益研究の

動向を、教員・院生・学生

の研究論文のタイトルや

日本公益学会入会状況な

どから分析 

 

地震災害に対するニュー

ジーランド政府・地方自治

体の対応を復興法・復興

庁・復興計画を中心に分析 

５ 資（史）料 

 

     

６ 翻訳 

 

     

７ 学会発表 

 

     

８ その他 

① 専門誌 

「ニュージーランドの地方

NPM改革」 

 

② 研究調査報告書 

 

③ その他 

「選挙制度改革 第三者機関で

原案づくりを」 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

単 

 

 

2010年（前年

度不掲載分） 

 

 

 

 

2012年 

 

 

『月刊地方自治職員

研修』2010 年 10 月

号 

 

 

 

朝日新聞2012年2月

2日 

 

 

pp.32-34 

 

 

 

 

 

15 面(私

の視点) 

 

 

ニュージーランドの地方

NPM改革を概説 

 

 

 

 

日本の選挙制度改革のあ

り方について提言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 国・県・市町村の委員会 

 

 

 

内閣府官民競争入札等

監理委員会 

 

総務省東北管区行政評

価局政策評価懇談会 

 

総務省東北管区行政評

価局山形行政評価事務

所行政懇談会 

 

山形県政府調達苦情検

討委員会 

 

山形県明るい選挙推進

協議会 

 

酒田市行財政集中改革

プラン推進委員会 

 

酒田市教育委員会事務

の管理及び執行状況に

係る点検及び評価 

 

酒田市情報公開・個人情

報保護審査会 

 

酒田市総合計画審議会 

 

 

山形市教育委員会事務

の点検及び評価にかか

る外部評価 

 

新庄市行政評価アドバ

イザー 

 

庄内町行政改革推進委

員会 

 

北上市政策評価委員会 

 

（財）土門拳記念館情報

公開審査会 

 

H20年5月～現在 

 

 

H17年6月～現在 

 

 

H17年2月～現在 

 

 

 

H22年6月～ 

 

 

H20年5月～ 

 

 

H14年7月～ 

 

 

H21年8月～現在 

 

 

 

H22年1月～現在 

 

 

H23年12月～現在 

 

 

H21年10月～現在 

 

 

 

H22年9月～現在 

 

 

H17年12月～現在 

 

 

H23年8月～現在 

 

H22年7月7日～現在 

専門委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

外部評価者 

 

 

 

委員 

 

 

文教部会長 

行財政部会副部会長 

 

外部評価員 

 

 

 

アドバイザー 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

委員 

② その他（非常勤講師） 

 

 

 

山形大学人文学部非常

勤講師 

・公共政策特殊講義 

・行政学 

 

 

H23年4月～H23年9月 

H23年10月～H24年3月 

 

 



平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授 松田 憲 

１ 専門分野、研究テーマ 応用言語学 

 単・共 
著の別 

発行又は   
発表年 

発行所、発表雑誌 
学会等の名称 

担当 
頁数 

概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

『CALL 教材におけるスピード調

節機能付チャンク提示法に関す

る実証研究』（査読なし） 

共著 2011年7月

20日 

東北公益文科大学

総合研究論集20 

1, 5-6, 9, 

12 

本論では、初級レベルの英

語学習者を対象に、従来の

紙ベースで文章を読んだ

場合と比較し、コンピュー

ター画面上でチャンクが

順次現れ消える提示法で、

学習者自身が最適な提示

速度を選べる機能を追加

して、短いチャンク単位で

4ヶ月間訓練した場合の、

読解スコア、読解速度、読

解効率への影響を検討し

ている。 

４ 研究ノート 
  （名称） 

     

５ 資（史）料 
  （名称） 

     

６ 翻訳 
  （名称） 

     

７ 学会発表 
  （名称） 

An Experimental Study on 

Chunk-reading Training Using 

CALL: Use of Different Speed 

Mode Displays 

共同発表 2011年8月

7日 

外国語教育メディ

ア学会第51回全国

研究大会 

 発表では、初級レベルの英

語学習者を対象に、従来の

紙ベースで文章を読んだ

場合と比較し、コンピュー

ター画面上でチャンクが

順次現れ消える提示法で、

学習者自身が最適な提示

速度を選べる機能を追加

して、短いチャンク単位で

4ヶ月間訓練した場合の読

解スコア、読解速度、読解

効率の各変化について報

告している。 

８ その他 
① 専門誌 

 （名称） 

 

② 研究調査報告書 
  （名称） 

 

③ その他 
   （名称） 

 

     

 
 



９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

酒田市都市計画審議会 

 

 

鶴岡南高等学校(通信制)

学校評議員会 

 

鶴岡南高等学校(通信制)

学校関係者評価委員会 

H21 年 12 月～H23 年 12

月 

 

H23年5月～H24年3月 

 

 

H23年5月～H24年3月 

委員 
 
 
評議員 
 
 
委員 

② その他 
「世界青年の船」参加青年とのデ

ィスカッション交流会 

 

 

 

 
内閣府 

 

H24年1月21日 

 
交流会に参加した本学生の

英語プレゼンテーションへ

のアドバイスと当日のグル

ープ討論への参加とアドバ

イス 

東北公益文科大学 

 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授 古山 隆 

１ 専門分野、研究テーマ リサイクル工学 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書（名称） 

リサイクル・廃棄物辞典 ５篇 

近未来技術の開発と可能性  

循環型社会の将来展望７「静電

選別による軽質 ASR からの銅の

回収」 

 

単著 

 

2012 

 

産業調査会辞典出版

センター 

 

600 

 

軽質の廃自動車シュレッ

ダーダスト（ASR）から銅

を高品位で回収するプロ

セス（減容固化・粉砕・静

電選別）を紹介した。 

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

超硬工具材料粉体からのタング

ステンとコバルトの環境調和型

分離回収に関する研究 

（査読有） 

 

 

共著 

 

 

2011 

 

 

日本金属学会誌、第

75 巻、第11 号 

 

 

613－

619 

 

 

超硬工具の製造工程で生

じる廃棄物を CaWO4 とし

て再資源化するプラント

は稼働しているが、高温で

の酸化焙焼やオートクレ

ーブによるアルカリ溶解

操作を必要とする。本研究

では、超硬工具廃棄物から

W およびCo を効率的に再

資源化する環境調和型プ

ロセスを検討した。 

４ 研究ノート 

  （名称） 

Relationship between the 

maximum size of the cyclone 

products and the vertical 

velocity distribution inside the 

classifying column of the tower 

mill  

 

 

共著 

 

 

2011 

 

 

東北公益文科大学総

合研究論集、第21巻 

 

 

85-94 

 

 

乾式タワーミル KD-3 型機

の分級カラム内に水平版

を取り付け、カラム内の流

速分布とサイクロン補修

産物の最大粒子径との関

係を調べた。 

５ 資（史）料 

  （名称） 

 

 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

 

 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

竜骨の科学的調査について 

 

 

 

 

 

 

・多機能盛土構造による放射能

汚染土壌処理に関する基礎研究 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

2011 

 

 

 

 

 

 

2012 

 

 

 

資源・素材学会平成

23年度秋季大会 

 

 

 

 

 

資源・素材学会平成

24年度春季大会 

 

 

71-74 

 

 

 

 

 

 

113-114 

 

 

 

竜骨に該当する第四紀象

類化石と、比較資料として

第四紀の他動物化石、新第

三紀以前の動物化石等に

ついて、その化学組成、構

成鉱物について調べた。 

 

多機盛土工法をベースに

改良を加えることにより、



 

 

 

 

 

 

・石炭層中に含まれる松岩につ

いて 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資源・素材学会平成

24年度春季大会 

 

 

 

 

 

 

169-172 

放射能汚染土壌の間隔・安

全保管に対応できるとい

う観点から、放射線遮蔽試

験およびセシウム吸着試

験を実施した。 

 

炭鉱跡地、ボタ山、露頭に

おいて松岩を採取し、石炭

中の特定部分が鉱物質の

松岩になるかについての

検討を行った。 

８ その他 

① 専門誌（名称） 

 

② 研究調査報告書（名称） 

 

③ その他（名称） 

特許 

酸化鉄類沈着防止剤及びそれを

使用する閉塞防止方法 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

2011 

 

 

 

 

 

 

日本国特許庁（JP）、

特許公開

2011-245457 

  

 

 

 

 

 

含鉄酸性水に触れる器材

に酸化鉄類が沈着して、閉

塞したりすることを有効

に防止することができ、器

材の耐用年数を大きく延

長することができる酸化

鉄類沈着防止剤を開発し

た。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

 

 

・酒田市廃棄物減量等推進

審議会  

・鶴岡市廃棄物減量等推進

審議会 

・山形県環境影響審査会  

・山形県エネルギー政策に

係る新たな戦略策定委員会 

 

H23年4月～H24年3月 

 

H23年4月～H24年3月 

 

H23年7月～H24年3月 

H23年9月～H24年3月 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

委員 

② その他 

 

 

 

 

 

・環境資源工学会  

・資源・素材学会  

・自動車技術会リサイクル

部会  

・環境資源工学会 第 126

回例会「エネルギー・環境

技術の最前線」 

・環境資源工学会 第 127

回例会「山形県庄内地域に

おける資源循環と環境対策

の現状と展望」 

・環境資源工学会 第 126

回例会「エネルギー・環境

技術の最前線」  

 

H23年4月～H24年3月 

H23年4月～H24年3月 

H24年2月～H24年3月 

 

H22年11月～H23年 6月 

 

 

H23年6月～H23 年11月 

 

 

 

H23年2月～H23 年9月 

 

常任理事（事務担当） 

編集員 

幹事 

 

実行委員長 

 

 

実行委員長 

 

 

 

実行委員長 

東北公益文科大学 
 



平成23年度研究業績調書

職位 氏名 准教授 広瀬雄二

1 専門分野、研究テーマ 情報処理

単・共
著の別

発行又は
発表年

発行所、
発表雑誌

学会等の名称

担当頁数 概 要

2 著書
(名称)

改訂版やさしいEmacs-
Lisp講座

単 2012 株式会社カットシ
ステム

292 テキストエディタGNU
Emacsを制御するプロ
グラミング言語
Emacs-Lispの解説書

9 社会貢献 委員会等名称 年限 職務(委員/委員長
等)

1 県・市町
村の委員会

平成23年度 新庄市本合海地区情報通信基盤整備業務
技術評価委員会

2011年9月 委員

酒田市情報ネットワーク更新設計業務の事業者選定
に係る 「情報ネットワーク更新設計プロポーザル審
査委員会」委員

2012年1
月～2月

審査員

酒田市情報ネットワーク更新設計業務に係る 「情報
ネットワーク更新設計アドバイザ」(仮称)

2012年2
月～

アドバイザ



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授  武田真理子 

１ 専門分野、研究テーマ 社会政策、社会保障、福祉まちづくり 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

 

     

３ 学術論文  

  （名称） 

 

     

４ 研究ノート 

  （名称） 

 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

 

     

６ 翻訳 

「ニュージーランド･フェザ

ーストン戦争捕虜収容所にお

ける日本人兵銃撃事件―なぜ

事件は起き、隠蔽され続けた

のか―」 

 

単 

 

2012年3月 

 

『ニュージーラン

ド･ノート』第 14

号（東北公益文科

大学公益総合研究

センター･ニュー

ジーランド研究

所） 

 

pp.57-62 

 

ニュージーランド研究

所第 30 回研究会の報告

者であるMike Nicolaidi

氏の報告用原稿’Notes 

for Talk at Seminars in 

Japan – 23-30 May 

2011’を翻訳したもの。 

７ 学会発表 

  （名称） 

 

     

８ その他 

① 専門誌 

「福祉まちづくりとコミュニ

ティの課題－山形県庄内地

域のケース－」 

 

 

 

 

 

② 研究調査報告書 

平成 23 年度酒田市大学まち

づくり政策形成事業報告書

「酒田市におけるひとり暮ら

し高齢者の見守り活動の担い

手に関する調査研究」 

 

 

 

③ その他 

   （名称） 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

（研究代

表者） 

 

 

2012年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012年2月 

 

 

『社会関係資本研

究センター年報』

第3号、2011年度

（専修大学社会知

性開発研究センタ

ー・社会関係資本

研究センター） 

 

 

 

 

 

pp.204-227 

 

 

 

 

 

 

 

 

pp.1-53、 

61-72 

 

 

ソーシャルキャピタル

研究に取り組んでいる

専修大学社会知性開発

研究センターに招聘さ

れ、講師を務めた研究会

における報告内容の記

録。 

 

 

平成 23 年度酒田市大学

まちづくり政策形成事

業として、酒田市におけ

る高齢者の見守り活動

の担い手の実態の解明

を目的とした調査研究

の報告。 

 



９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

 

山形県社会福祉審議会 

山形県立酒田商業高等学校 

酒田市認可外保育施設審議 

 会 

酒田市子育て支援推進協議 

 会 

酒田市地域あんしん生活支 

援研究会 

「子育てするなら山形県」 

推進協議会 

鶴岡市地域コミュニティあ 

り方検討委員会 

 

H15年6月～H 年 月 

H15年3月～H 年 月 

H20年4月～H 年 月 

 

H20年9月～H 年 月 

 

H23年7月～H24年3月 

 

H24年2月～H26年1月 

 

H24年3月～H25年3月 

 

委員 

評議員・評価委員 

会長 

 

委員長 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

② その他 

 

 

日本ニュージーランド学会 

公益教育研究会 

社会福祉法人正覚会 

社会福祉法人あすなろ福祉  

 会 

川南地域ネットワーク会議 

「地域づくりにつながる生

涯学習～庄内地域におけ

る福祉まちづくりの活動

事例を中心に～」 

「誰もが安心して暮らせる

福祉まちづくり」 

 

「被災地から学ぶ福祉まち

づくり」 

「自主防災と福祉について

考える パートⅡ」 

 

「公益の心を育むために 

～家庭・学校・地域が連

携できること～ 」 

「子育て支援ネットワーク

連絡協議会の可能性を考

える」 

「協働のまちづくりを目指

して～災害時要援護者を

中心に福祉まちづくりを

考える～」 

「協働のまちづくりを目指

して～災害時要援護者を

中心に福祉まちづくりを

考える～」 

「これからの酒田市の福祉

まちづくりを考える」 

 

 

H22年6月～H 年 月 

H17年9月～H 年 月 

H18年6月～H 年 月 

H18年9月～H 年 月 

 

H22年12月～H24年4月 

H23年6月22日 

 

 

 

H23年7月8日 

 

 

H23年7月14日 

 

H23年12月21日 

 

 

H24年2月5日 

 

 

H24年2月10日 

 

 

H24年2月17日 

 

 

 

 

H24年2月18日 

 

 

 

H24年3月6日 

 

 

理事 

副会長 

監事 

評議員 

 

委員 

平成 23年度鶴岡市生涯学習推

進員・社会教育関係職員合同

研修会講師 

 

庄内地域高齢者見守り・支え合

い推進会議研修会講師（山形

県庄内総合支庁） 

平成23年度酒田市市民大学講 

 座講師 

平成 23年度酒田市市街地コミ

ュニティ振興会連絡協議会

学習交流会講師 

酒田市立浜中小学校家庭学 

 級講演会講師 

 

もがみ子育て支援ネットワー

ク連絡協議会研修会講師（山

形県最上総合支庁） 

平成 23 年度櫛引地域住民自治

組織活性化事業地域課題研

修会講師 

 

 

平成 23 年度櫛引地域リーダー

育成セミナー講師 

 

 

平成 23 年度酒田市民生委員・

児童委員協議会連合会研修

会講師 

東北公益文科大学 

 

 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授 西村まどか 

１ 専門分野、研究テ

ーマ 
素粒子物理学、超弦理論 

 単・共 
著の別 

発行又は   
発表年 

発行所、発表雑誌 
学会等の名称 

担当 
頁数 

概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 
  （名称） 

     

５ 資（史）料 
  （名称） 

     

６ 翻訳 
  （名称） 

     

７ 学会発表 
  （名称） 

     

８ その他 
① 専門誌 

 

② 研究調査報告書 
 

③ その他 

General Relativity 

 (一般相対論講義ノー

ト) 

 

 

「科学に関心を持つ社

会への変革」(わたしの

公益ノート担当分) 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

2011 年 

 

 

 

 

2011年 

 

 

 

 

 

 

Bielefeld 

University (ドイツ) 

 

 

 

本学 

 

 

 

 

 

 

100 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

Bielefeld University で開講した 

General Relativity の講義ノート。 

http://www.physik.uni-bielefeld.de/

~madoka/gr2011.pdf 

 

震災後に始まった研究者たちによる

社会的なアクションについて解説。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委

員会 

 

 

 
酒田市教育委員会中村ものづくり運

営委員会 

 

H23年4月～H24年3月 

 
委員 

② その他 
 

 

 

 

 
循環型システムの創造研究委員会 

 

こどもゆめ基金助成活動「かずのふ

しぎ、しぜんのふしぎ」開催 

 

TKC経営支援セミナー 2011 

 
鶴岡東高等学校最先端科学技術講座 

 

H23年4月～H24年3月 

 

 

H23年10月～H23年11月 

 

H23年11月 

 

H23年11月 

 
委員 
 
 
講師 
 
講師 
 
講師 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授 鎌田剛 

１ 専門分野、研究テーマ ナレッジマネジメント、ソーシャルワーク、スーパービジョン 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

② 研究調査報告書 

  （名称） 

③ その他 

   （名称） 

     

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

 

鶴岡市主任介護支援専門

員会議 

 

H22年4月～H24年3

月 

 

アドバイザー 

② その他 

 

平成23年度鶴岡市「主任

介護支援専門員研修会

(1)」 

 

平成23年度鶴岡市「主任

介護支援専門員研修会

(2)」 

 

鶴岡市社会福祉協議会高

齢者総合福祉センターお

おやま施設研修会(1) 

 

介護労働安定センター

「介護職員基礎研修課程

500時間(庄内地域)研修」 

鶴岡市社会福祉協議会高

齢者総合福祉センターお

おやま施設研修会(2) 

 

 

 

H23年4月12日 

 

 

 

H23年6月15日 

 

 

 

H23年7月8日 

 

 

 

H23年8月11日 

 

 

H23年9月9日 

 

 

 

 

 

 



鶴岡市介護支援専門員ケ

アネット鶴岡「第４回研

修会」 

 

平成23年度鶴岡市「主任

介護支援専門員研修会

(3)」 

 

鶴岡市地域包括支援セン

ター「社会福祉士資質向

上研修(1)」 

 

鶴岡市社会福祉協議会支

援センター研修会(1)  

 

平成23年度鶴岡市「主任

介護支援専門員研修会

(4)」 

 

鶴岡市社会福祉協議会支

援センター研修会(2)  

 

鶴岡市社会福祉協議会高

齢者総合福祉センターお

おやま施設研修会(3) 

 

鶴岡市地域包括支援セン

ター「社会福祉士資質向

上研修(2)」 

 

平成23年度鶴岡市「主任

介護支援専門員研修会

(5)」 

 

鶴岡市社会福祉協議会支

援センター研修会(3)  

 

平成23年度鶴岡市主任介

護支援専門員研修会（ス

ーパービジョン２） 

 

社会福祉士資質向上研修 

 

平成23年度山形県医療ソ

ーシャルワーカー協会専

門研修会 

 

平成24年度鶴岡市地域包

括支援センター従事予定

者研修会 

平成23年度鶴岡市主任介

護支援専門員研修会 

H23年9月16日 

 

 

 

H23年9月29日 

 

 

 

H23年10月14日 

 

 

 

H23年10月14日 

 

 

H23年11月18日 

 

 

 

H23年11月25日 

 

 

H23年11月29日 

 

 

 

H23年12月5日 

 

 

 

H23年12月15日 

 

 

 

H23年12月22日 

 

 

H24年2月9日 

 

 

 

H24年2月13日 

 

H24年2月25日 

 

 

 

H24年3月9日 

 

 

H24年3月9日 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授  神田直弥 

１ 専門分野、研究テーマ 人間工学、交通心理学 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

レインコート着用が自転車運転

時の後方確認に及ぼす影響 

 

 

 

単 

 

 

2011 

 

 

日本交通心理学会第

76回大会発表論文集 

 

 

79-82 

 

 

レインコート着用により

非着用時と比較して左右、

後方の安全確認頻度が減

少すること、フードを頭部

に密着させて着用すると

左右の確認頻度はそれほ

ど低下しないが、後方確認

の減少は食い止められな

いことを確認した。 

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

② 研究調査報告書 

  （名称） 

③ その他 

   （名称） 

道路交通における公益社会の実

現を目指して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働の科学 Vol.66, 

No.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60-61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学や実施している研究

の内容について紹介した。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

国土交通省東北地方整

備局酒田河川国道事務

所道路安全に関わる地

域懇談会におけるアド

バイザー委員 

国土交通省東北地方整

備局酒田河川国道事務

所日本海沿岸東北自動

車道（酒田みなと～遊

佐）事業景観アドバイザ

ー 

H22年11月～H 年 月 

 

 

 

 

H23年11月～H 年 月 

委員 

 

 

 

 

委員 

② その他    

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 准教授  尾身祐介 

１ 専門分野、研究テーマ  

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

 

② 研究調査報告書 

  （エネルギー産業における

企業法務） 

 

③ その他 

   （山形新聞提言2/29日付） 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

2011年4月 

 

 

 

 

2011年0月 

 

 

 

 

日本エネルギー法研

究所 

 

 

 

山形新聞 

 

 

 

 

4章担当 

 

 

 

 

提 言 部

分のみ 

 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

  

H 年 月～H 年 月 

H 年 月～H 年 月 

H 年 月～H 年 月 

 

② その他 

 

 

 

 

 

財団法人山形県水産振

興協会公益法人移行認

定検討員会 

 

財団法人山形県水産振

興協会評議員選定委員

会 

 

酒田エフエム放送株式

会社番組審議委員 

 

H23年4月～ 

 

 

 

H24年3月～ 

 

 

 

H24年4月～ 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

東北公益文科大学 

 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 講師  内藤 悟 

１ 専門分野、研究テーマ 自治体環境政策、自治体政策法務 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書      

３ 学術論文       

４ 研究ノート 

「私のニュージーランド資源管

理法への関心」ニュージーラン

ド・ノート12号 

 

単 2011年 東北公益文科大学公

益研究総合センター 

2 日本の分権改革を踏まえ

た NZ 資源管理法への視点

について 

５ 資（史）料      

６ 翻訳      

７ 学会発表      

８ その他 

① 専門誌 

・「政策条例NAVI 条例による施

策の総合化」自治体法務 NAVI 

vol46 

・「書評 自治体職員研修の法構

造」政策法務Facillitator vol31 

 

③ その他 

・創立10周年記念シンポジウム

報告「災害と法について」  

 

・水資源に係る研究会（山形県

環境生活部）報告「地下水に係

わる自治体政策」 

 

 

共 

 

 

単 

 

 

 

単 

 

 

単 

 

 

2012年 

 

 

2012年 

 

 

 

2011年 

 

 

2011年 

 

 

 

第一法規 

 

 

第一法規 

 

 

4 

 

 

1 

 

 

 

過疎地・中山間地対策を規

定した条例の制定状況と

法的問題点の分析 

田中孝男 九州大准教授

の著作にかかる書評 

 

 

災害法制の経過と東日本

大震災以降の法制度、防災

条例の在り方 

水資源保全に係る法的問

題点と県条例制定の在り

方 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委

員会 

 

 

 

 

山形県職業能力開発審議会 

遊佐町鳥海山環境保全条例研究会 

 

H22年8月～ 

H22年11月～ 

 

 

委員 

アドバイザ 

② その他 

 

  

 

 

東北公益文科大学 
 

 

 

 

 

 

 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 講師 山本裕樹 

１ 専門分野、研究テーマ 物理学、素粒子理論、インターネット望遠鏡 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

「脱温暖化 地域からの挑戦 山

形・庄内の試み」 

 

 

 

共著 

 

2012年4月 

 

慶應義塾大学出版

会 

 

pp.77-100 

 

山形県産業連関表とエネ

ルギー消費統計調査山形

県個票を用いて、平成 17

年度の山形県四地域にお

ける産業別のCO2排出量と

CO2 排出原単位を推計し

た。 

３ 学術論文  

「エネルギー消費統計と山形県

産業連関表を利用した山形県の

CO2排出量の推計」（査読無し） 

 

 

 

単著 

 

2011年9月 

 

東北公益文科大学 

ディスカッション

ペーパー 

 

pp.45-76 

 

山形県産業連関表とエネ

ルギー消費統計調査山形

県個票を用いて、平成 17

年度の山形県全体におけ

る産業別の CO2 排出量と

CO2 排出原単位を推計し

た。 

８ その他 

② 研究調査報告書 

科学技術振興機構 社会技術研

究開発センター採択 研究開発

プロジェクト「環境共生型地域

経済連携の設計・計画手法の開

発」研究報告書 

 

 

共著 

 

 

2012年4月 

 

 

東北公益文科大学 

 

 

pp.114-117 

 

 

平成20年度～平成23年度

にわたる研究開発プロジ

ェクト「環境共生型地域経

済連携の設計・計画手法の

開発」の研究成果の報告。

上記著書の内容をまとめ

たもの。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① その他 

大学コンソーシアムやまがた 

 

慶應義塾大学自然科学センター 

 

企画会議 

 

H23年4月～H24年3月 

 

H23年4月～H24年3月 

 

委員 

 

共同研究員 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 講師 三島憲之 

１ 専門分野、研究テーマ 日本経済思想史 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

 

② 研究調査報告書 

  （名称） 

 

③ その他 

   （名称） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日本経

済思想史

の過去･現

在・未来」 

 

 

 

 

 

 

 

2011年 

 

 

 

 

 

 

 

瑕瑾会『瑕瑾会論集』 

2～84頁。 

  

 

 

 

 

 

 

小室正紀氏へのインタビ

ューの聞き手。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

   

② その他 

慶應義塾福澤研究センター 

 

 

 

 

H23 年 4 月～H24 年 3 

月 

 

研究嘱託 

 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 講師 益子 行弘 

１ 専門分野、研究テーマ 認知科学 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

1. 『教師の表情・印象とクラス雰囲

気との関連性の検討』 

 

 

 
共著 

 

 

 
平成24年7月発行

予定 

 

 

 

 
日本感性工学会誌（印
刷中） 

 

 

 

10 

 

 
【査読あり】 

担当：全ページ（齋藤は助言・

指導） 

（共著者）益子行弘・齋藤美

穂 

本研究では、授業中の教師

の表情および印象と、クラス

雰囲気の関連性を検討した。

共分散構造分析（SEM）を用

いて、教師の表情や印象がク

ラス雰囲気にどの程度影響を

与えているか検討したとこ

ろ、教師の表情はクラス雰囲

気に比較的大きな影響を与え

ていたが、同時に、教師自身

の印象にも影響を与えている

ことがわかった。教師の印象

もクラス雰囲気に影響を与え

ていたが、表情ほど大きな影

響を与えていないことが明ら

かとなった。 

 

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

1. 『相談援助場面における援助

者が表出する表情の検討』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本社会福祉学会第

59回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談援助場面における相

談者は、どのような表情を

表出しているか調査する

ことを目的とした。撮影し

た 6 名の援助者において

は、すべての援助者で真顔

の評定平均値が4（どちら

でもない）以上であり、面

談内で多くみられた表情

であった。真顔以外の表情

の表出については、評定平

均値がほぼ3（あまりあて

はまらない）以下であり、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 『教師の表情・印象とクラス

雰囲気との関連性の検討』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本感性工学会第13

回大会（査読セッシ

ョン発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

表出が少なかったといえ

る。とくに嫌悪顔と恐れ顔

は、面談内では表出が少な

い表情であることがわか

った。今回の調査において

は、援助者は、真顔を中心

に面談を行い、その他の表

情は表出が少ないことが

明らかとなった。 

 

本研究では、授業中の教師の

表情および印象と、クラス雰

囲気の関連性を検討した。共

分散構造分析（SEM）を用い

て、教師の表情や印象がクラ

ス雰囲気にどの程度影響を与

えているか検討したところ、

教師の表情はクラス雰囲気に

比較的大きな影響を与えてい

たが、同時に、教師自身の印

象にも影響を与えていること

がわかった。教師の印象もク

ラス雰囲気に影響を与えてい

たが、表情ほど大きな影響を

与えていないことが明らかと

なった。 

（共著者）益子行弘・齋藤美

穂 

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

② 研究調査報告書 

  （名称） 

③ その他 

   （名称） 

     

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

1. 山形県社会福祉士会 社会福祉実習

委員会 

 

2. 山形県庄内保健所 がん検診受診向

上研究会 

 

山形県社会福祉士会 社会福

祉実習委員会 

 

山形県庄内保健所 がん検診

受診向上研究会 

 

H22年4月～現在 

 

 

H22年4月～現在 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

② その他 

1.『山形県訪問介護員養成研修2級課程』 

 

2.『山形県聴覚障害者協会 要約筆記奉仕

員養成講座』 

 

3.『山形県介護職員基礎研修』 

 

4.『酒田市市民大学』 

 

山形県 

 

山形県聴覚障害者協会 

 

 

山形県 

 

酒田市 

 

 

H23年8月～H23年9月 

 

H23年8月～現在 

 

 

H23年12月 

 

H23年9月 

 

講師 

 

講師 

 

 

講師 

 

講師 

 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 講師 竹原幸太 

１ 専門分野、研究テーマ 

専門分野：児童福祉、司法福祉、教育学 

研究テーマ：非行児童保護における「児童の権利」擁護に関する研究、被害者・加

害者・コミュニティの対話による非行問題解決（修復的司法・実践）に関する研究、 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

菊池俊諦の児童保護・児童福祉

思想に関する研究－戦前・戦

中・戦後の軌跡と現代児童福祉

法制への継承（博士論文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『精神保健の課題と支援』 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

2011年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012年3月 

 

 

早稲田大学大学院文

学研究科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弘文堂 

 

 

144pp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

pp.89-98 

 

 

初代武蔵野学院長菊池俊諦

の児童保護・児童福祉思想を

通じて、「児童の権利」や個

別に応じた特殊教育の制度

的起源について論じた。とり

わけ、児童福祉法審議過程以

前に、一般児童と要保護児童

を統合した教育・福祉的対応

を目指した総合的児童保護

法案が現場にあったことを

歴史的に実証し、今日の児童

福祉や教育に継承すべきこ

とを指摘した。 

 

精神保健福祉士養成新カリ

キュラムに応じた教科書。現

代の家族形態、諸問題につい

て解説。スクールソーシャル

ワーク等の新たな実践を取

りあげ、ひきこもり、不登校

への教育と福祉をつないだ

援助の可能性について論じ

た（第5章「精神保健の課

題から見た家族の課題」

を担当） 

３ 学術論文 ※（査読付論文の区

別） 

  （名称） 

菊池俊諦の戦後社会活動と児童

福祉思想の展開－菊池文庫調査

を中心として（査読有） 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

2011年5月 

 

 

 

社会事業史学会『社

会事業史研究』39号 

 

 

 

pp.29-45 

 

 

 

 

社会事業史分野でも未だ謎

が多い菊池俊諦の戦後の社

会活動と著書、遺稿等が所蔵

される「菊池文庫」の資料に

考察を加え、戦後の菊池の児

童福祉思想の形成過程とそ

の特色を論じた。 

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

 

 

 

 

 

 

  

 



The Learning Community 

Approach in Japanese 

Schools: Buillding Collegial 

and Cooperaive Relatioships 

among Teachers 

  

 

 

 

 

子どもの相互対話と学校参加を

基盤とする道徳教育実践に関す

る研究－ジャスト・コミュニテ

ィと修復的実践の比較を中心と

して 

 

 

ファミリーグループ・カンファ

レンスの研究動向と日本での実

践課題：修復的司法から修復的

実践へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファミリー・バイオレンス予防

教育に関する研究 －法教育を

通じた修復的実践プログラムの

展開可能性 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

2011年6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年8月 

 

 

 

 

 

 

2011年10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年12月 

The 14Th world 

conference of the 

International 

Institute for 

Restrative practices 

（於 Westin Nova 

scotian,Halifax） 

 

 

 

日本教育学会第 70

回大会（於千葉大学） 

 

 

 

 

 

第 31 回日本ニュー

ジーランド学会・ニ

ュージーランド学

会・東北公益文科大

学公益総合研究セン

ター合同研究会（於

早稲田大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 17 回日本子ども

虐待防止学会（於つ

くば国際会議場） 

Eriko Yamabe, Kota Take 

Hara による共同報告。教

職員が互いの教育実践を省

察していく過程は、学校コミ

ュニティを創造していく重

要なサイクルであり、修復的

実践の展開においても学ぶ

べき点が多いことを報告し

た。 

 

コールバーグの「正義の学校

共同体」と修復的実践の比較

から、学校全体を通じた道徳

教育実践について考察し、日

本の学校教育への導入可能

性について論じた。 

 

ニュージーランドの 1989

年子ども・若者・家族法

において、非行や虐待の

支援形態として、加害者、

被害者、地域社会の 3 者

の対話によるファミリー

グループ・カンファレン

スが法的に位置づけら

れ、世界各国で修復的司

法との関連で言及されて

きたことを紹介した。そ

の上で、日本の児童相談

所等で試験的な実践が開

始され、日本型のファミ

リグループ・カンファレ

ンスの方途を論じた。 

 

宿谷晃弘、竹原幸太、山

辺恵理子、原口友輝によ

る共同報告。諸外国の修復

的実践に注目しつつ、法教育

を活用した、家族間暴力予防

教育のプログラムについて

報告した。 

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

（読書案内）修復的正義の今日・明

日－後期モダニティにおける新し

い人間観の可能性 

 

 

 

 

無縁社会がもたらす子ども不信を

乗り越える－当事者参加による非

行克服の新たな展開 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

2011年7月 

 

 

 

 

 

 

2011年9月 

 

 

 

 

 

東北公益文科大学総合

研究論集、20号 

 

 

 

 

 

『子ども白書2011』、

草土文化 

 

 

 

 

pp.81-87 

 

 

 

 

 

 

pp.158-160 

 

 

 

 

 

細井洋子・西村春夫・高橋則

夫編『修復的正義の今日・明

日－後期モダニティにおけ

る新しい人間観の可能性』

（成文堂、2010）の内容を紹

介した。 

 

社会のつながりの希薄化は

個人の自己責任追求意識を

強化し、結果として少年事件



 

 

 

 

 

 

ニュージーランドのファミリー

グループ・カンファレンスと修

復的実践研究 

 

 

 

 

② 研究調査報告書 

  （名称） 

菊池俊諦の児童保護事業職員養

成における「児童の権利」擁護

認識に関する研究（科研費研究

若手B）採択 

 

 

 

 

 

 

③ その他 

   （名称） 

山形新聞コメント 

 

 

 

 

山形新聞コメント 

 

 

 

 

東日本大震災と子ども問題 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

2012年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年7月 

 

 

 

 

2012年1月 

 

 

 

 

2011年6月 

 

 

 

 

 

 

『ニュージーランド

ノート』、14号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『山形新聞』（朝刊）

2011年7月8日 

 

 

 

『山形新聞』（朝刊） 

2012年1月27日 

 

 

 

『Over View』25号 

 

 

 

 

 

 

pp.63-68 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19面 

 

 

 

 

31面 

 

 

 

 

p.25 

の背景の理解を後退させ、少

年法「改正」による厳罰化を

加速させること解説。その上

で、非行に関わる当事者の活

動の可能性を論じた。 

 

ニュージーランドのマオリ

族の紛争解決方法であるフ

ァミリグループ・カンファレ

ンスの 1989 年法制化過程を

踏まえ、対話による紛争解決

である修復的実践の世界的

展開について紹介した。 

 

 

研究代表として、科研費

研究若手 B「菊池俊諦の

児童保護事業職員養成に

おける「児童の権利」擁

護認識に関する研究」が

新規採択された。 

 

 

 

 

 

 

京都大ネットカンニング事

件に関する山形家裁の少年

審判結果についてコメント

した。 

 

山形東高女性暴行未遂事件

に関する山形家裁の少年審

判結果についてコメントし

た。 

 

東日本大震災後に生じた子

ども問題への中長期的な支

援視座をコメントした。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

酒田市立保育研究委員会 

酒田市小・中学校区改編審

議会 

庄内地区里親及び七窪思恩園

合同懇談会 

 

H23年4月～H24年3月 

H23 年 12 月～H24 年 

12月 

H24年2月23日 

 

委員 

委員 

 

講師 

② その他    

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 講師 小関久恵 

１ 専門分野、研究テーマ 社会福祉学、社会福祉教育 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

 

② 研究調査報告書 

 

「平成23年度酒田市大学まちづ

くり政策形成事業『酒田市にお

けるひとり暮らし高齢者の見守

り活動の担い手に関する調査研

究』報告書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2011年度社会福祉援助技術現

場実習教育・指導の標準化に関

する実態調査報告書」 

 

 

 

 

 

 

 

「平成23年度酒田市大学まちづ

くり政策形成事業『とびしま未

来プロジェクト事業』報告書」 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

平成24年2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本社会福祉教育学

校連盟東北ブロッ

ク・日本社会福祉士

養成校協会東北ブロ

ック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 同 執

筆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第4章第

2,4節 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3部 

 

 

 

 

 

 

酒田市におけるひとり暮

らし高齢者の見守り活動

の担い手と活動内容の実

態を把握（日向地区及び琢

成学区の民生委員・児童委

員、学区・地区社会福祉協

議会、コミュニティ振興

会・自治会、地域包括支援

センターを対象としたヒ

ヤリング調査やアンケー

ト調査を実施）し、課題抽

出及び提言をまとめてい

る。 

 

社会福祉士養成教育にお

ける実習教育・実習指導の

標準化を目指すにあたり、

北海道・東北ブロックの現

状について各養成校及び

実習生への調査を実施し

その実態を把握・分析、標

準化へ向けた課題を抽出

している。 

 

高齢化が顕著である酒田

市飛島における高齢者福

祉に寄与するため、現在の

ケアシステムの実態調査



 

 

 

 

 

 

 

③ その他 

   （名称） 

を実施（介護サービス事業

所、酒田市社会福祉協議

会、地域包括支援センタ

ー、ヘルパー会へのヒヤリ

ング調査）し、課題分析と

今後のあり方についての

提言をまとめている。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

   

② その他 

 

・岩手県立水沢高等学校SSH特別講

義「福祉って何だろう？」 

 

・平成23年度市民講座出前講座（日

向コミュニティ振興会）「地域で暮ら

す幸福感～互いのことを知ろう」 

 

 

 

 

 

 

H23年10月22日 

 

 

H24年2月25日 

 

 

 

 

 

講師 

 

 

講師 

 

 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 講師          一ノ瀬大輔 

１ 専門分野、研究テーマ  環境経済学、法と経済学 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

Reexamining the 

waste-income relationship 

（査読なし） 

Economic Geography and 

Productive Efficiency of 

Solid-Waste Logistics in 

Japan's Prefectures: 

Measurements via the Data 

Envelopment Analysis 

（査読なし） 

 

 

地域間産業連関表を用いた地域

別産業廃棄物排出量の推計 

－山形県 4 地域を例に－（査読

なし） 

 

不適正処理行動の経済学的分

析（審査あり） 

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

単 

 

 

2011 

 

 

 

2012 

 

 

 

 

 

 

 

2012 

 

 

 

 

2011 

 

 

GRIPS Discussion 

Papers 

 

 

GRIPS Discussion 

Papers 

 

 

 

 

 

 

Discussion Paper,

東北公益文科大学 

 

 

 

博士学位申請論文 

  

 

地域的特性を考慮したう

えでの、豊かさと廃棄物排

出量の研究 

 

廃棄物収集の効率性の分

析 

 

 

 

 

 

 

地域間産業連関表を用い

た地域別産業廃棄物発生

量の推計 

 

 

不適正処理問題を経済学

的に分析 

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

② 研究調査報告書 

  （名称） 

「飛島における新エネルギー活

用のあり方調査研究委託業務 

報告書」 

 

③ その他 

   （名称） 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

2012 

 

 

 

 

 

 

酒田市委託研究 

  

 

 

 

 

 

飛島での新エネルギー利

用の在り方について検討

した。 

 



９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

  

 

 

② その他 

 

  

 

 

東北公益文科大学 

 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 学部長 平松 緑 

１ 専門分野、研究テーマ  

 単・共 
著の別 

発行又は   
発表年 

発行所、発表雑誌 
学会等の名称 

担当 
頁数 

概   要 

２ 著書 

  （名称） 

The Senescence-Accelerated Mouse (SAM): 

Achievements and Future Directions 

 

 

 

単著 

 

 

2012 印刷中 

 

 

Elsevier 

Takeda T et all eds 

 

 

511-524 

 

 

46章 The study of herbal 

medicine effects on 

senescence accelerated mice 

老化促進モデルマウスと生薬につ

いての総説 

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 
  （名称） 

     

５ 資（史）料 
  （名称） 

     

６ 翻訳 
  （名称） 

     

７ 学会発表 
  （名称） 

１最上紅花の花びら抽出液によ

る老化促進モデルマウスの記

憶保持作用と延命効果につい

て 

 

 

 

２ Life-prolongment and 

improvement of the 

step-through avoidance test 

insencence accelerated 

mouse(SAMP8 and SAMP10) 

by Mogami-benibana 

(safflower, Carthamus 

tinctrius Linne) 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

平成23年7月

3日 

 

 

 

 

 

平成23年9月

17日 

 

 

第 64 回日本酸化ス

トレス学会学術集会 

 

 

 

 

 

7th National 

Specific Practical 

Conference with 

International 

Participation, 

Reactive Oxygen 

Species, Nitric 

Oxide, 

Antioxidants and 

Human Health  

 

 

抄録集 

P57 

 

 

 

 

 

抄録集 

P287 

 

 

概要：紅花の花びら抽出液

を認知症のモデルである、

老化促進モデルマウスに

投与した結果、寿命を長く

し、記憶改善効果が認めら

れた。平松緑、相蘇剛宏 

 

ロシア、スモーレンスクに

おいて国際学会に招聘さ

れ、紅花の抽出液は抗酸化

作用と脳保護作用がある

が、さらに認知症のモデル

である SAMP8 と SAMP10 マ

ウスの記憶を改善し、延命

することなどを総説した。 

８ その他 
① 専門誌 

 （名称） 

私の公益ノート II 

 
② 研究調査報告書 

  （名称） 

 紅花若菜の抗酸化性と成分の

検討 

 

 
 

 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

 

平成24年3月 

 

 

 

平成24年3月 

 

 

 

 

 

 

 

東北公益文科大学 

 

 

 

東北公益文科大学 

 

 

 

 

 

 

P38-39 

 

 

 

5ページ 

 

 

 

 

 

 

 

教員の執筆集 

 

 

 

受託研究「紅花若菜粉末等

のフリーラジカル消去作

用の分析、メタボローム解

析および評価に関わる研

究」（1,732,00円） 



 
③ その他 

   （名称） 

Cradle, 10 

 

 

 

 

2012年3月 

 

 

 

P32-35 

平松緑,浅井重臣著 

 

 

紅花のふる里 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

酒田市 

 

酒田市 

山形県 

 

 

 
健康さかた 21 行動計画策

定懇話会 

酒田市総合計画審議会 
庄内地域保健医療協議会 

 

 

 

H23年12月～ 

 

H23年11月～ 

H23年11月～H25年10 

月 

 

 
委員 
 
委員、副会長 
委員 

② その他 
(1)講演 

1紅花と健康について 

 

2 県花・紅花食菜の様々な効能につ

いて 

3紅花の効能について 

4紅花の健康への効能について 

 

 

5紅花の効能について 

 

6最上紅花の健康への効能 

 

(2)卒業式・閉校式 

山形県立商業高等学校 

山形県立酒田北高等学校 

 

(3)学会役員 

１日本神経化学会評議員 

２日本てんかん学会評議員 

３日本グアニジノ化合物研究会評議

委員 

4日本脳化学会理事 

5 老化促進モデルマウス研究協議会

委員 

6酸化ストレス学会評議委員 

7生化学会会員 

 

 
 

山形県立谷地高等学校谷地

学  

酒田市介護予防講座 

 

富士見学区社会福祉協議会 

河北町教育委員会・かほく

町民大学ひなカレッジ実行

委員会 

酒田市ボランテイア連絡協

議会 

消費生活団体連絡協議会 

 

 

H23年7月15日 

 

H23年7月26日 

 

H23年7月26日 

H23年9月10日 

 

 

H23年11月17日 

 

H24年1月20日 

 

 

H24年3月1日 

H24年3月4日 

 

 
 
講師 
 
講師 
 
講師 
講師 
 
 
講師 
 
講師 
 
 
来賓 
来賓 

東北公益文科大学 

 



平成２３年度研究業績調書 

（職位）氏  名 （教授）國眼眞理子 

１ 専門分野、研究テーマ 教育心理学・キャリア心理学、青年期におけるキャリア発達とその促進要因 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

７．学会発表 

１．キャリア発達・教育に関す

る研究（Ⅸ）理系・文系

の選択とキャリア発達 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．キャリア発達・教育に関す

る研究（Ⅹ）就職活動前

後におけるキャリア選択

要件の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年7月

（2011） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年7月

（2011） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育心理学会 

第 53 回総会発表論

文集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育心理学会 

第 53 回総会発表論

文集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年文部科学省による「女

子中高生の理系進路選択

支援事業」等が開始されて

いるように、高校までの理

系・文系選択には性差が見

られる。本研究では小中高

時代の教科学習状況や職

業をめぐる家庭環境要因、

将来の将来展望を検討し

た。その結果、小学校段階

から文系理系で得意科目

に差が見られるとともに、

ロールモデルの効果が見

られた。また描く将来のラ

イフスタイルによって文

理選択が分かれることが

明らかになった。 

 

大学生におけるキャリア

選択要件の変化を、就職活

動開始前と活動終了後を

比較した。その結果、活動

前では、ほとんどの学生が

「勤務地」を重要な要件と

したが、その他の選択要件

には優先度に差はなく基

本的な労働条件がほとん

どを占めた。いずれも自己

にとっての意味づけは曖

昧であった。一方、活動終

了後では仕事の社会的な

意味やそこで働く将来の

自分が想像できるか、自分

の興味関心との整合性な

どに重きがおかれていた。 

今後縦断研究が必要であ

る。 



（その他） 

① 専門誌 

１．「新人世代の特徴と早期離職

の実態 ―新人が離職を決

意するとき・留まるときー」 

 

 

２．「新人職員への指導・チーム

ワーク」「今どきの若者との

コミュニケーション」 

 

 

 

 

 

③その他 

 

１．『酒田っ子 すくすく子育て

講座』（全６回） 

「絆の貯金」 

「安心の補給基地」 

「ママの目は怒ってる」 

「子育ても立派なキャリア」 

「小さいころの話」 

 「きょうだいが生まれる」 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年1月

（2012） 

 

 

 

平成24年2月

（2012） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 10

月（2011）～ 

平成24年3月

（2012） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任＆中堅＋こころ

サポート 1・2月号 

（2012）日総研出版 

 

 

月刊福祉3月号 

(2012)社会福祉法人

全国社会福祉協議会

出版部 

 

 

 

 

 

 

「私の街さかた」 

酒田市広報誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-8頁 

 

 

 

 

28-31頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

600 字/

１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳幼児期の子どもをもつ

保護者に向けた、子育て講

座。日常的なかかわりの中

で心に留めておきたいこ

とを具体例を示しながら

平易な言葉で伝えること

がねらいである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

１．酒田市立第４中学校学校評議員

会 

 

２．酒田っ子すくすく育成会議 

 

３．酒田市スクール・カウンセラー 

 

４．田川地区高校再編検討委員会 

 

 

 

 

 

 

酒田市教育委員会 

 

 

酒田市 

 

酒田市教育委員会 

 

山形県教育庁 

 

 

 

 

 

 

H23年4月～H24年3月 

 

 

H23年4月～H24年3月 

 

H23年4月～H24年3月 

 

H23年8月～H24年6月 

 

 

 

 

 

 

評議員 

 

 

委員 

 

スクールカウンセラー 

 

委員長 

 

 

 

 



②その他 

 

＜教育機関関係＞ 

１．酒田市立看護専門学校 

 

２．新庄市立新庄中学校 

 

３．酒田市立第一中学校 

 

 

４．酒田市立第六中学校 

 

 

５．山形県立山形西高等学校 

 

６．酒田市立松陵小学校 

 

 

７． 酒田市立松山小学校 

 

 

 

 

８．酒田市立宮野浦小学校 

 

９．山形県高等学校初任者研修 

 

 

10. 仙台育英高等学校出前講座 

 

＜教育委員会・教育センターなど＞ 

 

１．酒田市不登校保護者会（年３回） 

 

 

 

２．教育相談員研修 

 

 

＜その他の教育機関・施設＞ 

 

１．最上地区小中・高校教頭会研修

会 

 

２．チェリア塾研修講座  

 

３． 庄内地域若者サポートステーシ

ョン（キャリア講座） 

 

 

 

 

４．幼保小指導者研修会 

 

５．酒田市教育研究所特別活動部会

 

 

 

講義（「人間関係論」） 

 

ソーシャルスキルトレーニ

ング 

わいわい出前講座 

－キャリア教育－ 

 

わいわい出前講座 

－キャリア教育－ 

 

キャリア講演会 

 

キャリア教育教員研修 

 

 

酒田市教育実践支援プログ

ラム 

 

 

 

子育て学習会 

 

山形県教育センター 

（キャリア教育） 

 

キャリア教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育 

 

 

コミュニケーション 

 

キャリア教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H23年4月～9月 

 

H23年6月14日 

 

H23年5月27日 

 

 

H23年7月15日 

 

 

H23年6月16日 

 

H23年6月20日 

 

 

①H23年11月11日 

②H23年12月2日 

③H24年2月6日 

④H24年2月23日 

 

H23年10月13日 

 

H23年10月19日 

 

 

H24年2月28日 

 

 

 

①H23年6月7日 

②H23年10月4日 

③H24年1月19日 

 

H22年7月1日 

 

 

 

 

H23年8月2日 

 

 

H23年9月24日 

 

①H23年6月3日 

～7月22日 

②H23年11月2日 

～12月21日 

③H24年2月9日、10日 

 

H23年11月29日 

 

H23年10月7日 

 

 

 

非常勤講師 

 

講師 

 

講師 

 

 

講師 

 

 

講師 

 

講師 

 

 

助言者 

 

 

 

 

講師 

 

講師 

 

 

講師 

 

 

 

助言者 

 

 

 

講師 

 

 

 

 

講師 

 

 

講師 

 

講師 

 

 

 

 

 

講師 

 

講師 



研修会 

 

 

＜看護・福祉関係＞ 

 

１．国立精神・神経センター 

武蔵病院 

 

２．宮城県看護協会看護職能集会 

 

３．秋田県看護協会 

 

４．国立病院機構災害医療センター 

 

６．国立病院機構水戸医療センター 

 

７．国立国際医療センター職員研修 

 

 

＜学会関係＞ 

 

１．日本キャリア教育学会 

 

 

 

 

 

 

リーダーシップ研修 

 

 

コミュニケーション研修 

 

一般教育研修 

 

リーダーシップ研修 

 

リーダーシップ研修 

 

リーダーシップ研修 

 

 

 

 

 

H23年５月16日 

 

 

H23年11月19日 

 

H23年7月2日 

 

H23年7月4日 

 

H23年5月30日 

 

H23年10月3日 

 

 

 

 

H22年11月～現在 

 

 

 

 

 

 

講師 

 

 

講師 

 

講師 

 

講師 

 

講師 

 

講師 

 

 

 

 

理事 

 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 特任教授  高谷時彦 

１ 専門分野、研究テーマ 建築・都市デザイン 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

『幕張ベイタウンの都市デザイ

ン』 

 

 

 

共 

 

2012 

 

都市環境研究所 

 

pp104－ 

112 

 

脱近代主義の社会実験で

ある幕張ベイタウンの設

計思想や技術の後世に向

けての記録集。 

３ 学術論文 ※受賞作品  

鶴岡市立藤沢周平記念館 

 

 

 

単 

 

2012 

 

日本建築学会作品選

集2012 

 

p10,11 

 

作品100選として鶴岡市立

藤沢周平記念館を掲載 

鶴岡市立藤沢周平記念館 単 2012 日本建築学会東北建

築賞作品集 

P9 

 

2011 作品賞受賞により掲

載 

鶴岡まちなかキネマ 単 2012 日本建築学会東北建

築作品集 

P36,37 2012 作品賞を受賞した鶴

岡市まちなかキネマを掲

載 

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７学会発表日本建築学会表彰 

鶴岡まちなかキネマ 

 

鶴岡市立藤沢周平記念館 

 

 

単 

 

単 

 

2012 

 

2012 

 

日本建築学会東北支

部作品賞 

日本建築学会作品

100選（2012） 

  

鶴岡まちなかキネマに対

して 

鶴岡市立藤沢周平記念館

に対して 

８ その他 

① 専門誌建築賞受賞 

 鶴岡まちなかキネマ 

 

② 研究調査報告書 

  

・羽黒手向まち並み再生調査報

告 

  

・イチロージ・まち・川再生プ

ロジェクト 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012.2 

 

 

 

2012 

 

 

2012 

 

 

 

 

第21回Belca賞 

 

 

 

公益総合研究センタ

ー 

 

再生プロジェクト協

議会 

 

  

 

鶴岡まちなかキネマに対

して 

 

 

鶴岡市からの委託で歴史

的風致維持向上計画の一

環として調査研究 

山形県新しい公共の仕組

みづくりモデル事業助成

報告 

③ その他（講演など） 

・「川と橋からまちを考える」  

・「多様な住まい、生きるかたち、

くらし」  

・まちづくりデザインスタジオ

作品発表講評会 

 

 

  

2011 

2012 

 

2012 

 

講座内川学Ⅲ 

鶴岡市住生活基本計

画協議会 

まちづくりデザイン

スタジオ 

  

講座内川学Ⅲ基調講演 

住生活基本計画の策定記

念シンポジウムでの講演 

 

社会人を対象にしたまち

づくりデザインスタジオ

の作品発表・講評階を専門

家や市民に公開で開催 

 



９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の

委員会 

 

 

 

鶴岡市景観審議会 

鶴岡市歴史的風致維持向上協議会 

鶴岡市住生活基本協議会 

つるおか住宅選定委員会 

鶴岡市文化会館基本計画委員会 

酒田市重要文化的景観委員会 

酒田市庁舎基本設計選定委員会 

府中市景観審議会 

鶴岡市創造文化都市食文化委員会 

山形県都市計画審議会 

H23 年３月～H24 年 3 

月 

 

委員 

委員 

委員長 

委員長 

委員 

委員 

委員 

副委員長 

委員 

委員 

② その他 

 

 

 

 

庄内価値開発研究会 H23 年３月～H24 年 3 

月 

 

 

座長 

東北公益文科大学 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 伊藤眞知子 

１ 専門分野、研究テーマ 社会学・女性学 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

  （名称） 

     

４ 研究ノート 

  （名称）「災害とジェンダー」

の課題―東日本大震災後 1 ヶ月

の時点で― 

 

 

単 2011年 東北公益文科大学総

合研究論集 

35-48頁 災害支援・復興のすべての

過程において必要とされ

るべき「ジェンダーの視

点」が実際は欠落している

現状について、東日本大震

災後1ヶ月の時点での課題

を整理した。 

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

② 研究調査報告書 

  （名称） 

③ その他 

   （名称） 

     

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

山形県男女共同参画審

議会 

酒田市社会教育委員の

会議 

山形県総合政策審議会 

 

山形県高齢者虐待防止

県民会議 

酒田市公益活動推進委

員会 

酒田市介護保険運営協

議会 

庄内町男女共同参画社

会推進アドバイザー 

庄内町情報発信研究所 

 

H22年11月～H24年10

月 

H21年6月～H23年5月 

 

Ｈ23年4月30日～Ｈ25

年4月29日 

Ｈ23年 11月～Ｈ25年 3

月 

H22年6月～H24年5月 

 

H21年 6月 25日～H24

年6月24日 

H23年4月～H24年3月 

 

H23年4月～H24年3月 

 

会長 

 

委員 

 

委員 

 

副会長 

 

会長 

 

委員 

 

アドバイザー 

 

特別研究員 

② その他 

 

 

 

 

山形地方労働審議会 

 

特別非営利活動法人あ

らた 

社会福祉法人光風会 

H23年 10月～H25年 9

月 

H20年4月～H 年 月 

 

Ｈ22年7月30日～Ｈ24

会長 

 

理事 

 

理事 



 

財)本間美術館 

 

生涯学習施設「里仁館」

運営委員会 

みやぎ・やまがた女性交

流機構 

庄内地域子育て応援協議

会 

年7月2日 

Ｈ22年 7月～Ｈ24年 6

月 

H22年4月～H24年3月 

 

H21年8月～H 年 月 

 

H21年7月～H 年 月 

 

 

評議員 

 

運営委員 

 

副会長 

 

会長 

 

東北公益文科大学 
 



 平成２３年度研究業績調書 

職位  氏  名 教授 遠山茂樹 

１ 専門分野、研究テーマ イギリス中世史    中世イングランドにおけるフォレスト 

 単・共 

著の別 

発行又は   

発表年 

発行所、発表雑誌 

学会等の名称 

担当 

頁数 
概   要 

２ 著書 

  （名称） 

     

３ 学術論文 ※（査読付論文の区別） 

「ウィリアム･ルーファスの死

をめぐって」 

 

 

単著 2011年 

7月20日 

東北公益文科大学 

総合研究論集、 

第20号（査読無し） 

 

1～41頁 ウィリアム･ルーファスの

死をめぐっては、大別して

陰謀説と事故説の二つが

ある。本稿ではエマ･メイ

スンによって提示された

第三の説も検討しながら、

同王の死は狩猟中の事故

によるものであるとの結

論を得た。 

４ 研究ノート 

  （名称） 

     

５ 資（史）料 

  （名称） 

     

６ 翻訳 

  （名称） 

     

７ 学会発表 

  （名称） 

     

８ その他 

① 専門誌 

 （名称） 

 

② 研究調査報告書 

  （名称） 

 

③ その他 

  「読書案内」 

 

 

単著 2012年 

1月15日 

東北公益文科大学 

総合研究論集、 

第21号（査読無し） 

 

57 ～ 66

頁 

「読書案内」のかたちで、 

ウィリアム･ハーディ･マ

クニール著、佐々木昭夫訳

『疫病と世界史』（中公文

庫、上下巻、2007年）をと

りあげ、その紹介をおこな

った。 

 

９ 社会貢献 委員会等名称 年 限 職務（委員／委員長等） 

① 県・市町村の委員会 

 

 

 

酒田市景観審議会 H23年4月～H24年3月 

 

会長 

② その他 

 

 

 

 

鶴岡中央高等学校評議委

員会 

鶴岡中央高等学校学校関

係者評価委員会 

 

H23年4月～H24年3月 

 

H23年4月～H24年3月 

 

 

委員 

 

委員 

東北公益文科大学 
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